
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】骨切り術において切断した骨部分を骨の再形成

時に望ましい位置に固定して、互いに接合させるための

装置及び方法を提供することを目的とする。

【解決手段】切断された骨部分を連結するためのプレー

トは、少なくとも１つのブリッジ領域３８と、少なくと

も２つの骨固定領域３６とを有する。少なくとも２つの

骨固定領域のそれぞれは、プレートを連結すべき骨部分

に固定するための好適な締付デバイスを受容する少なく

とも１つの開口部４０を有する。ブリッジ領域は、手術

用はさみなどの好適な切断デバイスを用いて容易に切断

できるように構成されている。プレートおよび締付デバ

イスは、生体適合性材料または生体吸収性材料で構成し

てもよい。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 骨 切 り 術 に お い て 骨 を 接 合 す る た め の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 少 な く と も ２ つ の 骨 固 定 領 域 と 少 な く と も １ つ の ブ リ ッ ジ 領 域 と を 有 し 、
　 ブ リ ッ ジ 領 域 は 、 骨 切 り 術 に お い て 加 わ る 負 荷 に 適 応 す る と と も に 、 ブ リ ッ ジ 領 域 を 切
断 す る た め に 必 要 な 切 断 力 を 最 小 限 に 抑 え る よ う な 最 適 な 高 さ と 幅 を 定 義 す る ア ス ペ ク ト
比 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 少 な く と も ２ つ の 骨 固 定 領 域 は 、 少 な く と も １ つ の 開 口 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る デ
バ イ ス 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 開 口 部 は 、 内 側 に ね じ 山 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 骨 固 定 領 域 に 係 合 し て 、 骨 固 定 領 域 を １ つ ま た は そ れ 以 上 の 骨 部 分 に 固 定 す る よ う に 構
成 さ れ た 締 付 デ バ イ ス を 有 す る こ と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 締 付 デ バ イ ス は 、 骨 に 係 合 す る た め の 外 側 に ね じ 山 を 含 む 下 側 シ ャ フ ト 部 と 、 外 側 に ね
じ 山 を 含 む 上 側 シ ャ フ ト 部 と 、 上 側 シ ャ フ ト 部 に 係 合 す る た め に 内 側 に ね じ 山 を 有 す る ヘ
ッ ド 部 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 ヘ ッ ド 部 は 、 内 側 に ね じ 山 を 有 す る 開 口 部 の １ つ に 係 合 す る た め に 外 側 に ね じ 山 を 有 す
る こ と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 締 付 デ バ イ ス は 、 下 側 シ ャ フ ト 部 と 上 側 シ ャ フ ト 部 の 間 に フ ラ ン ジ 部 を 有 す る こ と を 特
徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 締 付 デ バ イ ス は 、 生 体 吸 収 性 材 料 で 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 締 付 デ バ イ ス は 、 生 体 適 合 性 材 料 で 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 締 付 デ バ イ ス は 、 尖 端 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 締 付 デ バ イ ス は 、 セ ル フ ド リ リ ン グ 機 能 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 ブ リ ッ ジ 領 域 は 、 骨 切 り 術 を 橋 渡 し す る こ と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 ブ リ ッ ジ 領 域 は 、 切 断 さ れ た 骨 を 橋 渡 し す る こ と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ４ 】
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　 請 求 項 １ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 ブ リ ッ ジ 領 域 は 、 少 な く と も １ つ の 骨 固 定 領 域 に 対 し て 所 定 の 角 度 で 長 手 方 向 に 配 設 さ
れ て い る こ と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 ブ リ ッ ジ 領 域 は 、 ２ つ ま た は そ れ 以 上 の 骨 固 定 領 域 に 対 し て 所 定 の 角 度 で 長 手 方 向 に 配
設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 追 加 的 な ブ リ ッ ジ 領 域 が 上 記 ブ リ ッ ジ 領 域 か ら 延 び 、
　 追 加 的 な ブ リ ッ ジ 領 域 は 、 追 加 的 な 骨 固 定 領 域 で 終 焉 し て い る こ と を 特 徴 と す る デ バ イ
ス 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 追 加 的 な ブ リ ッ ジ 領 域 が 骨 固 定 領 域 か ら 延 び 、
　 追 加 的 な ブ リ ッ ジ 領 域 は 、 追 加 的 な 骨 固 定 領 域 で 終 焉 し て い る こ と を 特 徴 と す る デ バ イ
ス 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 少 な く と も ２ つ の 骨 固 定 領 域 は 、 ブ リ ッ ジ 領 域 の 平 面 に お い て 上 方 向 に 延 び る 傾 斜 部 を
有 す る こ と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 少 な く と も ４ つ の ブ リ ッ ジ 領 域 を 有 し 、
　 各 ブ リ ッ ジ 領 域 は 、 ２ つ ま た は そ れ 以 上 の 骨 固 定 領 域 に 連 結 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 請 求 項 １ ９ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 骨 固 定 領 域 は 、 ブ リ ッ ジ 領 域 か ら 角 度 を も っ て 延 び る こ と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 骨 固 定 領 域 は 、 少 な く と も ２ つ の 開 口 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 骨 固 定 領 域 は 、 交 差 す る １ つ ま た は そ れ 以 上 の ブ リ ッ ジ 領 域 の １ つ ま た は そ れ 以 上 の 端
部 に 連 結 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 骨 固 定 領 域 は 、 １ つ ま た は そ れ 以 上 の ブ リ ッ ジ 領 域 の １ つ ま た は そ れ 以 上 の 端 部 に 連 結
さ れ 、
　 ブ リ ッ ジ 領 域 の １ つ は 、 共 通 の ブ リ ッ ジ 領 域 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 ブ リ ッ ジ 領 域 は 、 骨 固 定 領 域 で 終 焉 す る 複 数 の ブ リ ッ ジ 領 域 を 有 し 、 互 い に 平 行 関 係 と
な る よ う に 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 骨 固 定 領 域 は 、 上 面 に ほ ぼ 直 線 的 に 配 設 さ れ た 部 分 と 、 上 面 か ら 位 置 ず れ し た 段 差 部 と
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
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　 請 求 項 １ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 プ レ ー ト は 、 生 体 吸 収 性 材 料 で 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 プ レ ー ト は 、 生 体 適 合 性 材 料 で 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 請 求 項 ２ ７ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 生 体 適 合 性 材 料 は 、 イ ン プ ラ ン ト グ レ ー ド 金 属 で あ る こ と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 請 求 項 ２ ８ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 イ ン プ ラ ン ト グ レ ー ド 金 属 は 、 市 販 さ れ た 純 チ タ ニ ウ ム 、 チ タ ニ ウ ム 合 金 、 ス テ ン レ ス
鋼 、 ま た は ジ ル コ ニ ウ ム で あ る こ と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 ブ リ ッ ジ 領 域 は 、 骨 固 定 領 域 の 幅 の 約 ０ ． ５ ５ 倍 よ り 小 さ い 高 さ を 有 す る こ と を 特 徴 と
す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 ブ リ ッ ジ 領 域 は 、 骨 固 定 領 域 の 幅 の 約 １ ． １ 倍 よ り 大 き い 高 さ を 有 す る こ と を 特 徴 と す
る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 骨 固 定 領 域 の 下 面 と 上 面 の 間 の 最 大 距 離 が 約 ０ ． １ ２ イ ン チ （ 約 ３ ． ０ ｍ ｍ ） で あ る こ
と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 ブ リ ッ ジ 領 域 の 高 さ は 、 約 ０ ． ０ ５ ５ イ ン チ （ 約 １ ． ４ ｍ ｍ ） 未 満 で あ る こ と を 特 徴 と
す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 ブ リ ッ ジ 領 域 の 高 さ と 幅 は 、 次 の 方 程 式 で 与 え ら れ 、 Ｘ が パ ウ ン ド フ ォ ー ス を 単 位 と す
る 切 断 力 で 、 ａ が 面 積 を 示 す こ と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 数 １ 】
　
　
　
　
　
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 請 求 項 ３ ４ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 切 断 力 は 、 ６ ３ ． ７ 、 ５ ５ ． １ ， ２ ２ ． ２ 、 ま た は １ ９ ． ２ で あ る こ と を 特 徴 と す る デ
バ イ ス 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 請 求 項 ３ ４ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 ブ リ ッ ジ 領 域 の 断 面 は 、 通 常 、 矩 形 で あ る こ と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 ブ リ ッ ジ 領 域 の 高 さ と 幅 は 、 次 の 方 程 式 で 与 え ら れ 、 Ｘ が パ ウ ン ド フ ォ ー ス を 単 位 と す
る 切 断 力 で 、 ａ が 面 積 を 示 す こ と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
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【 数 ２ 】
　
　
　
　
【 請 求 項 ３ ８ 】
　 請 求 項 ３ ７ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 切 断 力 は 、 ６ ３ ． ７ 、 ５ ５ ． １ ， ２ ２ ． ２ 、 ま た は １ ９ ． ２ で あ る こ と を 特 徴 と す る デ
バ イ ス 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
　 請 求 項 ３ ７ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 ブ リ ッ ジ 領 域 の 断 面 は 、 通 常 、 矩 形 で あ る こ と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 ブ リ ッ ジ 領 域 の 断 面 は 、 通 常 、 矩 形 で あ る こ と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ４ １ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 ブ リ ッ ジ 領 域 を 切 断 す る た め に 必 要 な 切 断 力 は 、 ４ ５ ２ パ ウ ン ド フ ォ ー ス 未 満 で あ る こ
と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 ブ リ ッ ジ 領 域 を 切 断 す る た め に 必 要 な 切 断 力 は 、 ３ ８ ７ パ ウ ン ド フ ォ ー ス 未 満 で あ る こ
と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 ブ リ ッ ジ 領 域 を 切 断 す る た め に 必 要 な 切 断 力 は 、 ３ ３ ５ パ ウ ン ド フ ォ ー ス 未 満 で あ る こ
と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 ブ リ ッ ジ 領 域 を 切 断 す る た め に 必 要 な 切 断 力 は 、 １ ５ ７ パ ウ ン ド フ ォ ー ス 未 満 で あ る こ
と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 ブ リ ッ ジ 領 域 を 切 断 す る た め に 必 要 な 切 断 力 は 、 １ ３ ６ パ ウ ン ド フ ォ ー ス 未 満 で あ る こ
と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ４ ６ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 ブ リ ッ ジ 領 域 を 切 断 す る た め に 必 要 な 切 断 力 は 、 １ １ ６ パ ウ ン ド フ ォ ー ス 未 満 で あ る こ
と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ４ ７ 】
　 骨 切 り 術 に お い て 骨 を 接 合 す る た め の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 上 面 、 下 面 、 お よ び 周 囲 面 を 有 す る 少 な く と も ２ つ の 骨 固 定 領 域 と 、
　 高 さ お よ び 幅 を 有 す る 少 な く と も １ つ の ブ リ ッ ジ 領 域 と を 備 え 、
　 ブ リ ッ ジ 領 域 は 、 通 常 、 少 な く と も ２ つ の 骨 固 定 領 域 の 間 に 配 置 さ れ 、 上 面 お よ び 下 面
の 少 な く と も い ず れ か 一 方 に 対 し て 、 ず れ た 位 置 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る デ バ
イ ス 。
【 請 求 項 ４ ８ 】
　 請 求 項 ４ ７ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 ブ リ ッ ジ 領 域 の 高 さ と 幅 は 、 次 の 方 程 式 で 与 え ら れ 、 Ｘ が パ ウ ン ド フ ォ ー ス を 単 位 と す
る 切 断 力 で 、 ａ が 面 積 を 示 す こ と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
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【 数 ３ 】
　
　
　
　
【 請 求 項 ４ ９ 】
　 請 求 項 ３ ４ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 切 断 力 は 、 ６ ３ ． ７ 、 ５ ５ ． １ ， ２ ２ ． ２ 、 ま た は １ ９ ． ２ で あ る こ と を 特 徴 と す る デ
バ イ ス 。
【 請 求 項 ５ ０ 】
　 請 求 項 ４ ８ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 ブ リ ッ ジ 領 域 の 断 面 は 、 通 常 、 矩 形 で あ る こ と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ５ １ 】
　 請 求 項 ４ ７ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 ブ リ ッ ジ 領 域 の 高 さ と 幅 は 、 次 の 方 程 式 で 与 え ら れ 、 Ｘ が パ ウ ン ド フ ォ ー ス を 単 位 と す
る 切 断 力 で 、 ａ が 面 積 を 示 す こ と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 数 ４ 】
　
　
　
　
【 請 求 項 ５ ２ 】
　 請 求 項 ５ １ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 切 断 力 は 、 ６ ３ ． ７ 、 ５ ５ ． １ ， ２ ２ ． ２ 、 ま た は １ ９ ． ２ で あ る こ と を 特 徴 と す る デ
バ イ ス 。
【 請 求 項 ５ ３ 】
　 請 求 項 ５ １ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 ブ リ ッ ジ 領 域 の 断 面 は 、 通 常 、 矩 形 で あ る こ と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ５ ４ 】
　 請 求 項 ４ ７ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 ブ リ ッ ジ 領 域 の 断 面 は 、 通 常 、 矩 形 で あ る こ と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ５ ５ 】
　 請 求 項 ４ ７ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 骨 固 定 領 域 に 係 合 し て 、 骨 固 定 領 域 を １ つ ま た は そ れ 以 上 の 骨 部 分 に 固 定 す る よ う に 構
成 さ れ 、 骨 固 定 領 域 を 貫 通 す る 開 口 部 に 挿 通 し て 、 骨 固 定 領 域 を １ つ ま た は そ れ 以 上 の 骨
部 分 に 固 定 す る よ う に 構 成 さ れ た 締 付 デ バ イ ス を 有 す る こ と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ５ ６ 】
　 請 求 項 ５ ５ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 締 付 デ バ イ ス は 、 開 口 部 と 係 合 可 能 で 、 骨 固 定 領 域 を １ つ ま た は そ れ 以 上 の 切 断 さ れ た
骨 に 固 定 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ５ ７ 】
　 請 求 項 ５ ５ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 締 付 デ バ イ ス は 、 外 側 に ね じ 山 を 有 し 、 骨 と 係 合 す る た め の 下 側 シ ャ フ ト 部 と 、 外 側 に
ね じ 山 を 有 す る 上 側 シ ャ フ ト 部 と 、 上 側 シ ャ フ ト 部 と 係 合 す る た め に 内 側 に ね じ 山 を 有 す
る ヘ ッ ド 部 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ５ ８ 】
　 請 求 項 ５ ７ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 ヘ ッ ド 部 は 、 内 側 に ね じ 山 を 有 す る 開 口 部 の １ つ と 係 合 す る た め に 、 外 側 に ね じ 山 を 有
す る こ と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ５ ９ 】
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　 請 求 項 ５ ７ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 締 付 デ バ イ ス は 、 下 側 シ ャ フ ト 部 と 上 側 シ ャ フ ト 部 の 間 に フ ラ ン ジ 部 を 有 す る こ と を 特
徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ６ ０ 】
　 請 求 項 ５ ５ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 締 付 デ バ イ ス は 、 生 体 吸 収 性 材 料 で 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ６ １ 】
　 請 求 項 ５ ５ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 締 付 デ バ イ ス は 、 生 体 適 合 性 材 料 で 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ６ ２ 】
　 請 求 項 ５ ５ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 生 体 適 合 性 材 料 は 、 イ ン プ ラ ン ト グ レ ー ド 金 属 で あ る こ と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ６ ３ 】
　 請 求 項 ６ ２ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 イ ン プ ラ ン ト グ レ ー ド 金 属 は 、 市 販 さ れ た 純 チ タ ニ ウ ム 、 チ タ ニ ウ ム 合 金 、 ス テ ン レ ス
鋼 、 ま た は ジ ル コ ニ ウ ム で あ る こ と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ６ ４ 】
　 請 求 項 ５ ５ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 締 付 デ バ イ ス は 、 尖 端 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ６ ５ 】
　 請 求 項 ５ ５ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 締 付 デ バ イ ス は 、 セ ル フ ド リ リ ン グ 機 能 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ６ ６ 】
　 請 求 項 ５ ５ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 開 口 部 は 、 非 対 称 パ タ ー ン に 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ６ ７ 】
　 請 求 項 ５ ５ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 開 口 部 は 、 内 側 に ね じ 山 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ６ ８ 】
　 請 求 項 ４ ７ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 １ つ ま た は そ れ 以 上 の ブ リ ッ ジ 領 域 は 、 骨 切 り 術 を 橋 渡 し す る こ と を 特 徴 と す る デ バ イ
ス 。
【 請 求 項 ６ ９ 】
　 請 求 項 ４ ７ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 １ つ ま た は そ れ 以 上 の ブ リ ッ ジ 領 域 は 、 骨 を 橋 渡 し す る こ と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ７ ０ 】
　 請 求 項 ４ ７ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 ブ リ ッ ジ 領 域 は 、 少 な く と も １ つ の 骨 固 定 領 域 に 対 し て 所 定 の 角 度 で 長 手 方 向 に 配 設 さ
れ て い る こ と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ７ １ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 ブ リ ッ ジ 領 域 は 、 両 方 の 骨 固 定 領 域 に 対 し て 所 定 の 角 度 で 長 手 方 向 に 配 設 さ れ て い る こ
と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ７ ２ 】
　 請 求 項 ４ ７ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 追 加 的 な ブ リ ッ ジ 領 域 が 上 記 ブ リ ッ ジ 領 域 か ら 延 び 、
　 追 加 的 な ブ リ ッ ジ 領 域 は 、 追 加 的 な 骨 固 定 領 域 で 終 焉 し て い る こ と を 特 徴 と す る デ バ イ
ス 。
【 請 求 項 ７ ３ 】
　 請 求 項 ４ ７ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
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　 骨 固 定 領 域 は 、 ブ リ ッ ジ 領 域 の 平 面 に お い て 上 方 向 に 延 び る 傾 斜 部 を 有 す る こ と を 特 徴
と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ７ ４ 】
　 請 求 項 ７ ３ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 骨 固 定 領 域 は 、 傾 斜 部 と 、 ブ リ ッ ジ 領 域 と 同 一 平 面 上 に あ る 平 坦 部 と を 有 す る こ と を 特
徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ７ ５ 】
　 請 求 項 ４ ７ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 少 な く と も ４ つ の ブ リ ッ ジ 領 域 を 有 し 、
　 各 ブ リ ッ ジ 領 域 は 、 ２ つ ま た は そ れ 以 上 の 骨 固 定 領 域 に 連 結 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ７ ６ 】
　 請 求 項 ７ ５ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 骨 固 定 領 域 は 、 ブ リ ッ ジ 領 域 か ら 角 度 を も っ て 延 び る こ と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ７ ７ 】
　 請 求 項 ７ ６ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 骨 固 定 領 域 は 、 少 な く と も ２ つ の 開 口 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ７ ８ 】
　 請 求 項 ４ ７ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 骨 固 定 領 域 は 、 交 差 す る １ つ ま た は そ れ 以 上 の ブ リ ッ ジ 領 域 の １ つ ま た は そ れ 以 上 の 端
部 に 連 結 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ７ ９ 】
　 請 求 項 ４ ７ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 骨 固 定 領 域 は 、 １ つ ま た は そ れ 以 上 の ブ リ ッ ジ 領 域 の １ つ ま た は そ れ 以 上 の 端 部 に 連 結
さ れ 、
　 ブ リ ッ ジ 領 域 の １ つ は 、 共 通 の ブ リ ッ ジ 領 域 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ８ ０ 】
　 請 求 項 ４ ７ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 ブ リ ッ ジ 領 域 は 、 骨 固 定 領 域 で 終 焉 す る 複 数 の ブ リ ッ ジ 領 域 を 有 し 、 互 い に 平 行 関 係 と
な る よ う に 配 設 さ れ 、 背 骨 に よ り 連 結 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ８ １ 】
　 請 求 項 ４ ７ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 骨 固 定 領 域 は 、 ブ リ ッ ジ 領 域 に ほ ぼ 直 線 的 に 配 設 さ れ た 部 分 と 、 該 直 線 部 分 か ら 位 置 ず
れ し た 段 差 部 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ８ ２ 】
　 請 求 項 ４ ７ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 ブ リ ッ ジ 領 域 お よ び 骨 固 定 領 域 は 、 生 体 吸 収 性 材 料 で 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ８ ３ 】
　 請 求 項 ４ ７ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 ブ リ ッ ジ 領 域 お よ び 骨 固 定 領 域 は 、 生 体 適 合 性 材 料 で 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ８ ４ 】
　 請 求 項 ４ ７ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 ブ リ ッ ジ 領 域 を 切 断 す る た め に 必 要 な 切 断 力 は 、 ４ ５ ２ パ ウ ン ド フ ォ ー ス 未 満 で あ る こ
と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ８ ５ 】
　 請 求 項 ４ ７ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 ブ リ ッ ジ 領 域 を 切 断 す る た め に 必 要 な 切 断 力 は 、 ３ ８ ７ パ ウ ン ド フ ォ ー ス 未 満 で あ る こ
と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
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【 請 求 項 ８ ６ 】
　 請 求 項 ４ ７ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 ブ リ ッ ジ 領 域 を 切 断 す る た め に 必 要 な 切 断 力 は 、 ３ ３ ５ パ ウ ン ド フ ォ ー ス 未 満 で あ る こ
と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ８ ７ 】
　 請 求 項 ４ ７ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 ブ リ ッ ジ 領 域 を 切 断 す る た め に 必 要 な 切 断 力 は 、 １ ５ ７ パ ウ ン ド フ ォ ー ス 未 満 で あ る こ
と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ８ ８ 】
　 請 求 項 ４ ７ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 ブ リ ッ ジ 領 域 を 切 断 す る た め に 必 要 な 切 断 力 は 、 １ ３ ６ パ ウ ン ド フ ォ ー ス 未 満 で あ る こ
と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ８ ９ 】
　 請 求 項 ４ ７ に 記 載 の デ バ イ ス で あ っ て 、
　 ブ リ ッ ジ 領 域 を 切 断 す る た め に 必 要 な 切 断 力 は 、 １ １ ６ パ ウ ン ド フ ォ ー ス 未 満 で あ る こ
と を 特 徴 と す る デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ９ ０ 】
　 切 断 さ れ た 骨 領 域 に わ た っ て 加 え ら れ る 負 荷 を 求 め る ス テ ッ プ と 、
　 切 断 さ れ た 骨 領 域 に 固 定 さ れ た プ レ ー ト が 有 す る 、 求 め ら れ た 負 荷 に 耐 え る こ と が 可 能
な ブ リ ッ ジ 領 域 の 断 面 積 を 求 め る ス テ ッ プ と 、
　 ブ リ ッ ジ 領 域 に 関 す る 許 容 可 能 な 切 断 力 を 求 め る ス テ ッ プ と 、
　 骨 領 域 に わ た っ て 加 え ら れ る 負 荷 お よ び ブ リ ッ ジ 領 域 を 切 断 す る た め に 必 要 な 切 断 力 に
適 応 す る 最 適 な 高 さ お よ び 幅 を 求 め る た め に ア ス ペ ク ト 比 を 計 算 す る ス テ ッ プ と 、 を 有 す
る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ９ １ 】
　 請 求 項 ９ ０ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、
　 プ レ ー ト を 取 り 付 け る 前 に 、 切 断 さ れ た 骨 領 域 を 横 方 向 に 引 っ か け て 、 再 接 近 さ せ る 骨
再 接 近 デ バ イ ス を 提 供 す る ス テ ッ プ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ９ ２ 】
　 請 求 項 ９ ０ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、
　 締 付 具 を 用 い て 、 骨 結 合 デ バ イ ス を 再 接 近 さ せ た 骨 領 域 に 固 定 す る ス テ ッ プ と を 有 す る
こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ９ ３ 】
　 請 求 項 ９ ０ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、
　 ア ス ペ ク ト 比 を 計 算 す る ス テ ッ プ は 、 Ｘ が フ ィ ー ト パ ウ ン ド を 単 位 と す る 切 断 力 で 、 次
の 方 程 式 に よ り 行 う こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 数 ５ 】
　
　
　
　
【 請 求 項 ９ ４ 】
　 請 求 項 ９ ０ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、
　 ア ス ペ ク ト 比 を 計 算 す る ス テ ッ プ は 、 切 断 力 を ６ ３ ． ７ 、 ５ ５ ． １ ， ２ ２ ． ２ 、 お よ び
１ ９ ． ２ か ら 選 択 す る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ９ ５ 】
　 請 求 項 ９ ３ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、
　 ア ス ペ ク ト 比 を 計 算 す る ス テ ッ プ は 、 Ｘ が パ ウ ン ド フ ォ ー ス を 単 位 と す る 切 断 力 で 、 次
の 方 程 式 に よ り 行 う こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
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【 数 ６ 】
　
　
　
　
【 請 求 項 ９ ６ 】
　 請 求 項 ９ ５ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、
　 ア ス ペ ク ト 比 を 計 算 す る ス テ ッ プ は 、 切 断 力 を ６ ３ ． ７ 、 ５ ５ ． １ ， ２ ２ ． ２ 、 お よ び
１ ９ ． ２ か ら 選 択 す る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
（ 関 連 特 許 出 願 ）
　 本 願 は 、 ２ ０ ０ ２ 年 ２ 月 ２ ２ 日 付 け で 出 願 さ れ た 米 国 特 許 出 願 第 １ ０ ／ ０ ８ １ ， １ ６ ６
号 の 一 部 継 続 出 願 で あ る 。 そ の 出 願 の 開 示 内 容 は 、 こ こ に 一 体 の も の と し て 統 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 願 の 教 示 内 容 は 、 骨 折 お よ び 骨 変 形 を 修 復 す る た め の 外 科 手 術 に 関 す る 。 と り わ け 、
教 示 内 容 は 、 切 断 さ れ た ２ つ の 骨 部 分 を ほ ぼ 一 定 の 位 置 関 係 で 互 い に 固 定 す る 方 法 お よ び
装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 さ ま ざ ま 整 形 外 科 手 術 に お い て 、 切 断 さ れ た ２ つ の 骨 部 分 を ほ ぼ 一 定 の 位 置 関 係 で 位 置
合 わ せ し て 、 固 定 す る 必 要 が あ る 。 例 え ば 、 自 然 な 原 因 ま た は 医 者 の 医 療 行 為 の 結 果 と し
て 骨 が 折 れ た り 、 切 断 さ れ た 後 、 骨 の 位 置 を 固 定 す る こ と が 必 要 と な る 場 合 が し ば し ば あ
る 。 確 実 に 、 骨 が 適 当 な 配 置 位 置 で 再 形 成 し 、 折 れ た 骨 （ 粉 砕 骨 ） が く っ つ く よ う に す る
た め に は 、 骨 の 再 形 成 時 に 望 ま し い 位 置 に 骨 を 固 定 す る こ と が 重 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 粉 砕 骨 を 修 復 す る た め の 金 属 プ レ ー ト を 埋 設 す る こ と が 当 業 者 に 知 ら れ て い る 。 一 般 に
、 ね じ な ど の 締 付 具 を 用 い て 、 こ の プ レ ー ト を 粉 砕 し た 骨 部 分 に 固 定 す る 。 そ の 他 の 応 用
例 と し て 、 プ レ ー ト と 締 付 具 が 胸 骨 骨 折 を 強 固 に 安 定 さ せ る た め に 用 い ら れ る 。 胸 骨 骨 接
合 術 に 従 来 か ら 用 い ら れ て い る プ レ ー ト は 、 小 型 で 、 一 般 に 平 坦 な 金 属 部 品 で あ る 。 こ の
部 品 は 、 骨 に 固 定 す る た め に 、 長 手 方 向 に 沿 っ た い く つ か の 位 置 に 円 形 で 、 お そ ら く は ね
じ 山 付 き ね じ 孔 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 胸 骨 骨 接 合 術 の た め の １ つ の 技 術 に お い て 、 １ つ ま た は そ れ 以 上 の 開 口 部 を 有 す る プ レ
ー ト が 胸 骨 の 表 面 付 近 に 配 置 さ れ 、 プ レ ー ト が 胸 骨 の 粉 砕 部 分 を 掛 け 渡 し し て 、 ね じ 山 付
き の プ レ ー ト と ね じ の 界 面 を 介 し て 相 対 的 な 位 置 に 固 定 さ れ る 。 必 要 な ら ば 、 プ レ ー ト を
所 定 形 状 に 折 り 曲 げ 、 開 口 部 内 に 設 け た 複 数 の 締 付 具 を 用 い て 、 プ レ ー ト を 胸 骨 に 固 定 す
る 。 そ の 後 、 （ 例 え ば 、 胸 腔 内 の 生 命 維 持 に 重 要 な 組 織 を 処 置 す る た め に ） 締 付 具 と プ レ
ー ト を 取 り 外 し て 、 胸 骨 を 施 術 す る こ と が で き る 。 最 終 的 に は 、 締 付 具 を 胸 骨 に 係 合 さ せ
る こ と に よ り 、 同 一 の プ レ ー ト ま た は 新 し い プ レ ー ト を 胸 骨 に 再 び 固 定 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 プ レ ー ト お よ び 締 付 具 を 用 い て 、 粉 砕 骨 の 骨 接 合 術 を 支 援 す る た め の 既 知 の シ ス テ ム は
、 特 定 の 症 例 に 対 し て は 許 容 さ れ 得 る こ と が 立 証 さ れ た が 、 依 然 と し て 、 こ う し た シ ス テ
ム の 性 能 を 改 善 す る 余 地 が あ る 。 こ の 点 に お い て 、 多 く の 既 知 の シ ス テ ム は 、 取 り 付 け に
時 間 を 要 す る 。 加 え て 、 既 知 の シ ス テ ム は 、 締 付 具 を 骨 に 挿 入 、 取 り 外 し 、 再 び 挿 入 す る
こ と に よ り 、 締 付 具 の 固 定 に 悪 影 響 を 与 え る 。 さ ら に 数 多 く の シ ス テ ム は 、 医 者 が プ レ ー
ト で 被 わ れ た 部 位 を 介 し て 処 置 す べ き 領 域 ま た は 腔 を 素 早 く 処 置 す る た め に 、 プ レ ー ト の
切 断 す る こ と を 支 援 す る も の で は な い 。
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【 発 明 の 開 示 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 願 の 教 示 内 容 は 、 切 断 さ れ た 骨 の 部 分 を 再 接 近 さ せ 、 固 定 す る た め の 装 置 及 び 方 法 に
関 す る 。 切 断 さ れ た 骨 領 域 を 横 方 向 か ら 引 っ か け て 、 再 接 近 さ せ る こ と が で き る 骨 再 接 近
デ バ イ ス を 用 い て 、 切 断 さ れ た 骨 部 分 を 再 接 近 さ せ る 。 再 接 近 さ せ た 後 、 少 な く と も ２ つ
の 骨 固 定 領 域 と 、 骨 固 定 領 域 の 間 に 配 設 さ れ た ブ リ ッ ジ 領 域 と を 有 す る プ レ ー ト を 用 い て
、 骨 部 分 を 連 結 す る 。 各 骨 固 定 領 域 は 、 連 結 す べ き 骨 部 分 に プ レ ー ト を 固 定 す る の に 適 し
た 締 付 具 を 受 容 す る た め の 少 な く と も １ つ の レ セ プ タ ー を 有 す る 。 プ レ ー ト お よ び 締 付 デ
バ イ ス は 、 生 体 吸 収 性 お よ び ／ ま た は 生 体 適 合 性 を 有 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 締 付 具 は 、 上 側 シ ャ フ ト 部 と 下 側 シ ャ フ ト 部 を 含 む 主 要 本 体 部 を 有 し て い て も よ い 。 締
付 具 と の 相 互 作 用 に よ り 骨 表 面 に 固 定 さ れ た 後 、 ヘ ッ ド 部 を 取 り 外 し て 、 プ レ ー ト を 骨 表
面 か ら 取 り 外 す こ と に よ り 、 プ レ ー ト と 骨 の 係 合 を 解 消 す る こ と が で き る 。 締 付 具 の 構 成
に よ り 、 締 付 具 の 本 体 部 を 骨 か ら 取 り 外 す こ と な く 、 プ レ ー ト を 取 り 外 す こ と が で き る 。
こ う し て 、 主 要 本 体 部 お よ び 骨 内 部 の 孔 を 将 来 に 再 利 用 し て 、 プ レ ー ト を 骨 表 面 に 固 定 す
る こ と が で き る 。 さ ら に 、 プ レ ー ト は 、 択 一 的 に 、 一 体 式 の 固 定 用 ま た は 非 固 定 用 の ね じ
を 用 い て 骨 表 面 に 固 定 す る こ と が で き 、 そ の 結 果 、 プ レ ー ト を 取 り 外 す た め に 、 プ レ ー ト
を 切 断 す る か 、 一 体 式 ね じ の そ れ ぞ れ を 取 り 外 す 必 要 が あ る 。 容 易 に 理 解 さ れ る よ う に 、
特 定 の プ レ ー ト に 対 し て 選 択 さ れ る 締 付 具 （ す な わ ち 、 一 体 式 ま た は 複 数 部 品 式 の 構 成 ）
は 、 特 定 の 用 途 が 要 請 す る と こ ろ に 応 じ て 変 化 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 願 の 教 示 内 容 の プ レ ー ト は 、 先 に プ レ ー ト で 固 定 さ れ た 骨 部 分 を 迅 速 に 切 断 す る こ と
が で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 手 術 用 は さ み 、 手 術 用 ワ イ ヤ カ ッ タ ー 、 ま た は 手 術 用 プ
レ ー ト カ ッ タ ー な ど の 適 当 な 切 断 デ バ イ ス を 用 い て 、 プ レ ー ト を 切 断 す る こ と が で き る 。
と り わ け 、 こ う し た 処 理 を 可 能 に す る 用 に 構 成 さ れ た ブ リ ッ ジ 領 域 の 存 在 が 、 手 術 用 は さ
み 、 手 術 用 ワ イ ヤ カ ッ タ ー 、 ま た は 手 術 用 プ レ ー ト カ ッ タ ー を 用 い て プ レ ー ト を 切 断 し や
す く す る 。 主 に 、 ブ リ ッ ジ 領 域 の ア ス ペ ク ト 比 お よ び 断 面 積 を 操 作 す る こ と に よ り 、 ブ リ
ッ ジ 領 域 の 最 適 な 切 断 可 能 性 が 実 現 さ れ る 。 断 面 積 の ア ス ペ ク ト 比 は 、 通 常 、 切 断 デ バ イ
ス 内 に あ る ブ リ ッ ジ 領 域 の 高 さ を 、 切 断 デ バ イ ス 内 に あ る ブ リ ッ ジ 領 域 の 幅 で 割 っ た も と
し て 定 義 さ れ る 。 し た が っ て 、 断 面 の ア ス ペ ク ト 比 は 、 ブ リ ッ ジ 領 域 の 断 面 が 通 常 正 方 形
ま た は 円 形 で な い 場 合 、 切 断 デ バ イ ス の 向 き に 依 存 し て 変 化 す る 。 概 し て 云 え ば 、 一 定 の
断 面 積 を 有 す る 断 面 に 対 し て 、 切 断 デ バ イ ス 内 の ブ リ ッ ジ 領 域 の 幅 が 大 き く な る と 、 ブ リ
ッ ジ 領 域 の 高 さ が 小 さ く な り 、 ブ リ ッ ジ 領 域 を 切 断 す る た め に 必 要 な 力 は 小 さ く な る 。 さ
ら に 、 手 術 用 ワ イ ヤ カ ッ タ ー 、 手 術 用 プ レ ー ト カ ッ タ ー 、 ま た は 手 術 用 は さ み を 用 い て 、
ブ リ ッ ジ 領 域 と の 係 合 を 容 易 に す る た め に 、 ブ リ ッ ジ 領 域 を 隆 起 ま た は 傾 斜 さ せ て も よ い
。 ブ リ ッ ジ 領 域 を さ ら に 切 断 し や す く す る た め に 、 ブ リ ッ ジ 領 域 を 弱 く な る よ う に 形 成 し
た り 、 ブ リ ッ ジ 領 域 に ノ ッ チ を 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 願 の 教 示 内 容 の プ レ ー ト は 、 数 多 く の ブ リ ッ ジ 領 域 と 、 さ ま ざ ま な 形 状 に 構 成 さ れ た
骨 固 定 領 域 と を 有 す る こ と が で き る 。 こ う し て 、 骨 が 互 い に 異 な る さ ま ざ ま な 方 向 に 延 び
る と き 、 大 き い 、 ま た は 不 規 則 な 形 状 を 有 す る 切 断 さ れ た 骨 部 分 を 連 結 で き る 形 態 を 有 す
る プ レ ー ト を 製 造 す る こ と が で き る 。 切 断 さ れ た 骨 領 域 を 連 結 し や す く す る た め に 、 ブ リ
ッ ジ 領 域 お よ び 骨 固 定 領 域 は 、 さ ま ざ ま な 異 な る 方 向 に 延 び て い て も よ い 。 さ ら に 、 骨 固
定 領 域 お よ び ブ リ ッ ジ 領 域 は 、 互 い に 異 な る 平 面 で 延 び る 切 断 さ れ た 骨 部 分 を 連 結 す る た
め に 、 異 な る 平 面 内 に あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 願 の 教 示 内 容 の 更 な る 応 用 分 野 が 、 以 下 の 詳 細 な 説 明 か ら 容 易 と な る で あ ろ う 。 な お
、 こ の 詳 細 な 説 明 お よ び 特 別 の 実 施 例 が 、 本 願 の 好 適 な 教 示 内 容 を 示 唆 す る も の で あ る が
、 説 明 す る た め だ け の も の で あ っ て 、 教 示 内 容 の 範 疇 を 限 定 す る こ と を 意 図 し た も の で は
な い 。
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【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 の 明 細 書 は 、 単 に 例 示 的 な も の に 過 ぎ ず 、 教 示 内 容 、 応 用 例 、 ま た は 用 途 を 限 定 す
る こ と を 意 図 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 教 示 内 容 に 従 っ て 構 成 さ れ た シ ス テ ム は 、 一 般 に 、 符 号 １
０ で 図 示 さ れ て い る 。 こ の シ ス テ ム １ ０ は 、 人 間 の か ら だ １ ２ 、 と り わ け 人 間 の 胸 部 １ ４
に 対 し て 作 用 で き る よ う に 図 示 さ れ て い る 。 し か し 、 本 発 明 の 特 定 の 態 様 が 他 の 外 科 手 術
に も 適 用 可 能 で あ る こ と は 、 当 業 者 に は 明 白 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 胸 部 １ ４ の 前 部 は 、 胸 骨 １ ６ 、 剣 状 突 起 １ ８ 、 胸 骨 柄 ２ ０ 、 肋 軟 骨 、 お よ び 肋 骨 ２ ４ に
よ り 形 成 さ れ て い る 。 さ ら に 、 鎖 骨 ２ ２ が 胸 骨 １ ６ を 肩 胛 骨 と 上 腕 骨 （ と も に 図 示 せ ず ）
に 接 続 す る よ う に 図 示 さ れ て い る 。 こ の 胸 骨 １ ６ は 、 図 示 さ れ て い る よ う に 、 過 去 に 、 胸
骨 正 中 切 開 術 と し て 知 ら れ る 外 科 手 術 を 受 け て い る 。 こ の 手 術 の 結 果 、 胸 骨 １ ６ が 切 断 （
切 開 ） さ れ て い る の で 、 医 者 は 胸 腔 ２ ６ 内 の 組 織 や 臓 器 を 処 置 す る こ と が で き る 。 た だ し
、 胸 骨 １ ６ は 、 先 に 切 断 さ れ た 部 分 Ａ お よ び 部 分 Ｂ を 再 接 近 す る よ う に 配 置 し て 、 本 発 明
の シ ス テ ム １ ０ を 用 い て 一 体 に 接 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 図 １ を 参 照 す る と と も に 、 図 ２ ～ 図 １ ９ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の シ ス テ ム １ ０ は
、 プ レ ー ト ２ ８ を 有 す る よ う に 図 示 さ れ て い る 。 ま た 、 プ レ ー ト ２ ８ は 、 上 面 ３ ０ 、 下 面
３ ２ 、 お よ び 周 囲 面 ３ ４ を 有 す る 。 周 囲 面 ３ ４ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 明 確 に 規 定 さ れ 、 あ
る い は 単 純 に 、 上 面 ３ ０ と 下 面 ３ ２ が 交 差 す る ポ イ ン ト で あ る 。 こ の プ レ ー ト ２ ８ は 、 少
な く と も ２ つ の 骨 固 定 領 域 ３ ６ と 少 な く と も １ つ の ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８ な ど の さ ま ざ ま な 領
域 に 区 分 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８ は 、 複 数 の 骨 固 定 領 域 ３ ６ と 連 結 し 、 一 般 に は 、 上 面 ３ ０ お よ び 下 面
３ ２ の い ず れ か 一 方 ま た は そ の 両 方 と 同 一 平 面 上 に あ る か 、 あ る い は 以 下 詳 細 に 説 明 す る
よ う に 、 上 面 ３ ０ お よ び 下 面 ３ ２ の 両 方 か ら ず れ た 位 置 に 配 設 さ れ る 。 各 骨 固 定 領 域 ３ ６
は 、 少 な く と も １ つ の 開 口 部 ４ ０ を 有 す る 。 開 口 部 ４ ０ に は 、 ね じ 山 を 設 け る か 、 ね じ 山
を 含 ま な い 単 な る 貫 通 孔 と し て 形 成 し て も よ い 。 開 口 部 ４ ０ は 、 ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８ に 対 し
て 対 称 的 に 延 長 し て い て も よ い し 、 あ る い は 非 対 称 に 配 設 し て も よ い 。 さ ら に 任 意 で あ る
が 、 図 ２ お よ び 図 ３ が 最 も よ く 図 示 し て い る よ う に 、 開 口 部 ４ ０ は 、 円 形 ま た は 楕 円 形 皿
穴 ４ ２ を 有 し 、 内 部 に ね じ 山 を 有 し て い て も よ い 。 開 口 部 ４ ０ は 、 プ レ ー ト ２ ８ を 切 断 し
た 骨 領 域 、 例 え ば 胸 骨 １ ６ の 切 断 さ れ た 半 分 部 分 Ａ お よ び Ｂ と 接 続 す る た め の 締 付 具 ４ ４
ａ ～ ４ ４ ｃ を 収 容 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 と り わ け 、 切 断 さ れ た 半 分 部 分 Ａ お よ び Ｂ
が 再 接 近 す る よ う に 配 設 す る と 、 骨 固 定 領 域 ３ ６ が 切 断 部 の 両 側 に あ る 骨 部 分 に 固 定 さ れ
、 ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８ は 切 断 部 を 掛 け 渡 し す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 願 の 各 実 施 形 態 に 記 載 さ れ た プ レ ー ト ２ ８ は 、 さ ま ざ ま な 吸 収 性 生 体 材 料 で 構 成 し て
も よ い 。 特 に 関 連 の あ る 吸 収 性 材 料 が イ ン デ ィ ア 州 の ワ ル シ ャ ワ に あ る バ イ オ メ ッ ト 株 式
会 社 か ら LACTOSORB（ 登 録 商 標 ） と い う 商 品 名 で 市 販 さ れ て い る 。 LACTOSORB（ 登 録 商 標 ）
は 、 ８ ２ ％ の Ｌ － 乳 酸 お よ び １ ８ ％ の グ リ コ ー ル 酸 で あ る す べ て 天 然 成 分 か ら 合 成 さ れ た
吸 収 性 共 重 合 体 で 、 実 質 的 に 非 晶 質 で あ る （ 結 晶 性 を も た な い ） 。 こ れ は 、 分 解 が 均 一 で
、 遅 い 炎 症 反 応 に 関 与 す る 分 解 共 重 合 体 の 結 晶 性 の 解 離 を 排 除 す る こ と を 意 味 す る 。 さ ら
に 、 LACTOSORB（ 登 録 商 標 ） の 共 重 合 比 に よ り 、 重 合 体 を ６ 週 間 か ら ８ 週 間 の 間 、 最 大 強
度 を 維 持 す る こ と が で き る 。 こ う し た 期 間 は 、 治 癒 に 対 し て 適 当 で あ り 、 長 期 間 の 骨 の 応
力 遮 蔽 に 関 す る 問 題 が 生 じ る ほ ど 長 く な い 。 LACTOSORB（ 登 録 商 標 ） に 加 え 、 Ｐ Ｌ Ａ （ ポ
リ 乳 酸 ） 、 Ｐ Ｇ Ａ （ ポ リ グ リ コ ー ル 酸 ） 、 さ ま ざ ま な 重 合 体 、 セ ラ ミ ッ ク な ど の 他 の 吸 収
性 材 料 を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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　 プ レ ー ト ２ ８ は 、 さ ま ざ ま な 生 体 適 合 性 材 料 か ら 生 成 し て も よ い 。 用 い ら れ る 生 体 適 合
性 材 料 の 具 体 例 は 、 Ｐ Ｅ Ｅ Ｋ （ Polyetheretherketone） お よ び Ｐ Ｅ Ｔ （ PolyEthyleneTere
phthalate） な ど の 移 植 可 能 な プ ラ ス テ ィ ッ ク で あ る 。 Ｐ Ｅ Ｅ Ｋ お よ び Ｐ Ｅ Ｔ に 加 え て 、
移 植 可 能 な 手 術 用 材 料 を 用 い て も よ い 。 移 植 可 能 な 合 金 は 、 こ れ ら に 限 定 さ れ る も の で は
な い が 、 ス テ ン レ ス 鋼 、 チ タ ニ ウ ム 合 金 、 ま た は コ バ ル ト ク ロ ム モ リ ブ デ ン 合 金 で あ る 。
特 に 、 市 販 さ れ た 純 粋 な チ タ ニ ウ ム （ グ レ ー ド １ ， ２ ， ３ ， ま た は ４ ） 、 ま た は チ タ ニ ウ
ム － ６ ア ル ミ ニ ウ ム － ４ バ ナ ジ ウ ム （ Ti-6Al-4V） な ど の チ タ ニ ウ ム 合 金 を 用 い て も よ い
。 プ レ ー ト ２ ８ は 、 固 定 す べ き 骨 部 分 の 形 状 に 合 致 す る よ う に 形 成 さ れ た 後 、 そ の 形 状 を
維 持 す る よ う に 非 弾 性 的 に 変 形 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 と り わ け 図 ４ （ ａ ） ～ （ ｄ ） を 参 照 す る と 、 プ レ ー ト ２ ８ と と も に 使 用 す る た め に 、 締
付 具 ４ ４ ａ が 提 供 さ れ る 。 締 付 具 ４ ４ ａ は 一 体 式 の 固 定 用 締 付 具 で 、 骨 固 定 領 域 ３ ６ の ね
じ 山 付 き の 開 口 部 ４ ０ と 合 体 す る よ う に 係 合 す る 。 締 付 具 ４ ４ ａ は 、 固 定 用 締 付 具 と 考 え
ら れ 、 締 付 具 ４ ４ ａ 上 の ね じ 山 と 、 ね じ 山 付 き 開 口 部 ４ ０ の 間 の 係 合 に よ り 、 互 い に 対 す
る 相 対 的 な 動 き が 阻 止 さ れ る と き 、 締 付 具 ４ ４ ａ は 固 定 用 締 付 具 と 考 え ら れ る 。 容 易 に 理
解 さ れ る こ と で あ る が 、 プ レ ー ト ２ ８ と 締 付 具 ４ ４ ａ が 互 い に 対 し て 相 対 的 に 動 か な い よ
う に す る こ と に よ り 、 プ レ ー ト ２ ８ が 骨 の 半 分 部 分 Ａ お よ び Ｂ に 対 し て 所 望 の 位 置 に 維 持
さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 と り わ け 図 ４ （ ａ ） ～ （ ｄ ） を 参 照 す る と 、 プ レ ー ト ２ ８ と と も に 使 用 す る た め に 、 第
２ の 締 付 具 ４ ４ ｂ が 提 供 さ れ る 。 締 付 具 ４ ４ ｂ は 一 体 式 の 非 固 定 用 締 付 具 で 、 プ レ ー ト ２
８ の 各 骨 固 定 領 域 ３ ６ を 介 し て 形 成 さ れ た 開 口 部 ４ ０ ｂ に 収 容 さ れ る 。 締 付 具 ４ ４ ｂ は 締
付 具 ４ ４ ａ と 実 質 的 に 同 一 で あ る が 、 プ レ ー ト ２ ８ と 締 付 具 ４ ４ ｂ の 間 の 関 係 に よ り 非 固
定 用 締 付 具 と 考 え ら れ る 。 特 に 、 開 口 部 ４ ０ ｂ は 、 プ レ ー ト ２ ８ の 各 骨 固 定 領 域 ３ ６ に 設
け ら れ た 単 な る 孔 で あ っ て 、 ね じ 山 を 有 さ な い の で 、 締 付 具 ４ ４ ｂ と プ レ ー ト ２ ８ の 関 係
は 、 「 非 固 定 用 」 と 考 え ら れ る 。 容 易 に 理 解 さ れ る こ と で あ る が 、 開 口 部 ４ ４ ｂ に ね じ 山
を 設 け る た め に 要 す る 追 加 的 な 費 用 を 削 減 す る こ と が で き る の で 、 こ う し た 関 係 は 、 プ レ
ー ト ２ ８ に 対 す る コ ス ト 上 の 利 点 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ５ （ ａ ） ～ （ ｂ ） を 参 照 す る と 、 本 願 の 第 ３ の 締 付 具 が 図 示 さ れ 、 一 般 に 、 主 要 本 体
部 ４ ６ と ヘ ッ ド 部 ４ ８ を 備 え て い る 。 主 要 本 体 部 ４ ６ は 、 上 側 シ ャ フ ト 部 ５ ０ と 下 側 シ ャ
フ ト 部 ５ ２ を 有 す る 。 下 側 シ ャ フ ト 部 ５ ２ は 、 外 側 に ね じ 山 を 有 し 、 溝 を 有 し 、 そ し て 好
適 に は 、 固 定 具 ４ ４ ｃ が 胸 骨 １ ６ を 自 ら 穿 孔 で き る よ う に 尖 端 部 ５ ４ が 設 け ら れ て い る 。
胸 骨 １ ６ に 対 す る 下 側 シ ャ フ ト ５ ２ の 挿 入 は 、 上 側 シ ャ フ ト 部 ５ ０ と 下 側 シ ャ フ ト 部 ５ ２
の 間 に 設 け た フ ラ ン ジ ５ ６ に よ り 規 制 さ れ る 。 上 側 シ ャ フ ト 部 ５ ０ は 、 同 様 に 、 外 側 に ね
じ 山 を 有 す る と と も に 、 ヘ ッ ド 部 ４ ８ の 内 側 に ね じ 山 を 有 す る 開 口 部 ５ ８ と 係 合 す る よ う
に 構 成 さ れ て い る 。 ヘ ッ ド 部 ４ ８ は 、 プ レ ー ト ２ ８ の 内 側 に ね じ 山 を 有 す る 複 数 の 開 口 部
４ ０ の １ つ と 係 合 す る よ う に 構 成 さ れ た 外 側 ね じ 山 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 １ つ の 実 施 例 に お い て 、 上 側 シ ャ フ ト 部 ５ ０ お よ び 下 側 シ ャ フ ト 部 ５ ２ の ね じ 山 間 隔 、
な ら び に ヘ ッ ド 部 ４ ８ の 外 側 ね じ 山 の ね じ 山 間 隔 は 、 同 じ で あ る 。 ま た 、 上 側 シ ャ フ ト 部
５ ０ と 下 側 シ ャ フ ト 部 ５ ２ の 外 側 ね じ 山 は 、 同 じ ね じ 山 リ ー ド を 有 す る 。 例 示 的 な 実 施 例
で は 、 外 側 ね じ 山 付 き 下 側 シ ャ フ ト 部 ５ ２ が 一 条 ね じ 山 形 状 を 有 し 、 ヘ ッ ド 部 ４ ８ が 二 条
ね じ 山 形 状 を 有 す る 。 プ レ ー ト ２ ８ を 取 り 外 さ な け れ ば な ら な い と き 、 下 側 シ ャ フ ト 部 ５
２ を 固 定 し た 状 態 で プ レ ー ト ２ ８ を 取 り 外 す こ と が で き る の で 、 こ う し た 締 付 具 ４ ４ ｃ を
用 い る こ と は 有 用 で あ る 。 プ レ ー ト ２ ８ を 取 り 外 し 、 再 び 装 着 す る ご と に 、 異 な る 締 付 具
を 骨 に 再 装 着 す る 必 要 性 を 排 除 し 、 骨 に 形 成 し た 各 孔 の 状 態 を 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 締 付 具 ４ ４ ａ ～ ４ ４ ｃ は 、 好 ま し く は 、 硬 い 生 体 適 合 性 材 料 で 形 成 さ れ て い る 。 し か し
、 締 付 具 を 一 時 的 な 期 間 だ け 骨 に 挿 入 す る こ と を 意 図 す る も の で あ る 場 合 、 締 付 具 を 生 体
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吸 収 性 で 形 成 し て も よ い 。 生 体 吸 収 性 材 料 で 形 成 さ れ た 締 付 具 ４ ４ ａ ～ ４ ４ ｃ は 体 内 で 分
解 さ れ 、 後 日 、 締 付 具 ４ ４ ａ ～ ４ ４ ｃ を 取 り 除 く 必 要 が な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 な お 、 上 述 の 締 付 具 ４ ４ ａ ～ ４ ４ ｃ は 、 セ ル フ タ ッ ピ ン グ 機 能 お よ び ／ ま た は セ ル フ ド
リ リ ン グ 機 能 を 有 し て い て も よ い 。 図 ４ （ ａ ） で 最 も よ く 図 示 さ れ て い る よ う に 、 セ ル フ
タ ッ ピ ン グ 先 端 部 ５ ５ を 用 い て 、 受 容 す る 骨 の 中 に 一 連 の ね じ 山 を 形 成 し 、 図 ４ （ ｂ ） で
最 も よ く 図 示 さ れ て い る よ う に 、 セ ル フ ド リ リ ン グ 先 端 部 を 用 い て 、 受 容 す る 骨 の 中 に 孔
を 形 成 す る 。 な お 、 締 付 具 ４ ４ ａ ， ４ ４ ｂ は 、 い ず れ か の 先 端 部 ５ ５ ， ５ ７ を 有 す る が 、
通 常 尖 っ た 先 端 部 ５ ７ が 受 容 す る 骨 の 中 に 孔 を 形 成 す る と 同 時 に 、 先 端 部 ５ ７ が 締 付 具 ４
４ ａ ， ４ ４ ｂ の そ れ ぞ れ の ね じ 山 ５ ２ と 係 合 す る 一 連 の ね じ 山 を 形 成 す る よ う に 、 セ ル フ
ド リ リ ン グ 先 端 部 ５ ７ は 、 さ ら に セ ル フ タ ッ ピ ン グ 機 能 を 採 用 し て も よ い 。 同 様 に 、 各 締
付 具 ４ ４ ａ ～ ４ ４ ｃ は 、 プ レ ー ト の 骨 固 定 領 域 ３ ６ に 設 け た 開 口 部 ４ ０ に 挿 入 さ れ る の で
、 プ レ ー ト ２ ８ を 骨 の 半 分 部 分 Ａ お よ び Ｂ の そ れ ぞ れ に 固 定 す る こ と を 議 論 し た 後 、 締 付
具 ４ ４ ａ を 用 い る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 使 用 に 際 し て 、 胸 骨 １ ６ の 切 断 さ れ た 骨 の 半 分 部 分 Ａ お よ び Ｂ に プ レ ー ト ２ ８ を 固 定 す
る 前 に 、 切 断 さ れ た 半 分 部 分 を 再 び 接 近 さ せ る 。 半 分 部 分 を 再 び 接 近 さ せ る に は 、 図 ６ に
示 す よ う な 外 科 用 ピ ン セ ッ ト な ど の 再 接 近 デ バ イ ス を 用 い て 行 っ て も よ い 。 外 科 用 ピ ン セ
ッ ト は 、 作 用 点 ６ ３ で 連 結 さ れ た ２ つ の 顎 部 ６ １ ， ６ ２ か ら な る 。 顎 部 ６ １ ， ６ ２ は 、 分
離 し た 骨 の 半 分 部 分 Ａ お よ び Ｂ を 横 方 向 か ら 引 っ か け る こ と が で き る 。 顎 部 ６ １ ， ６ ２ を
作 用 点 ６ ３ の 周 り に ピ ボ ッ ト 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 医 者 は 、 顎 部 ６ １ ， ６ ２ の あ い だ の
距 離 、 す な わ ち 分 離 し た 骨 の 半 分 部 分 Ａ お よ び Ｂ の 間 の 距 離 を 縮 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 骨 の 半 分 部 分 Ａ お よ び Ｂ が 再 び 接 近 す る と 、 プ レ ー ト ２ ８ を 連 結 す べ き 骨 表 面 上 に 配 置
し て 、 締 付 具 ４ ４ ａ を 受 容 す る た め に 骨 表 面 に 孔 （ 特 に 図 示 せ ず ） を 形 成 す る た め の ガ イ
ド と し て 、 特 定 の 開 口 部 ４ ０ を 選 択 的 に 用 い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 第 １ の 締 付 具 ４ ４ ａ を 選 択 さ れ た １ つ の 開 口 部 ４ ０ に 挿 通 し 、 ね じ 回 し て 、 外 部 ね じ 山
付 き 下 側 シ ャ フ ト 部 ５ ２ が 胸 骨 １ ６ の 半 分 部 分 の 一 方 に あ る 孔 （ 図 示 せ ず ） 内 に 挿 入 さ れ
る 。 例 え ば 、 締 付 具 ４ ４ ａ の 外 側 ね じ 山 付 き 下 側 シ ャ フ ト 部 ５ ２ が 胸 骨 １ ６ 内 に 挿 入 さ れ
る と 、 外 側 に あ る ね じ 山 ５ ２ が プ レ ー ト ２ ８ の 内 側 に ね じ 山 を 設 け た 開 口 部 ４ ０ と 係 合 す
る 。 さ ら に 上 述 の よ う に 、 締 付 具 は 、 そ の 特 定 の 先 端 部 ５ ５ ， ５ ７ に よ り 、 骨 の 半 分 部 分
Ａ お よ び Ｂ を セ ル フ タ ッ ピ ン グ ま た は セ ル フ ド リ リ ン グ し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 実 質 的 に 同 様 の 手 法 で 、 更 な る 締 付 具 ４ ４ ａ を 用 い て 、 プ レ ー ト ２ ８ を 胸 骨 に １ ６ に 内
部 連 結 す る 。 し か し 、 当 業 者 な ら ば 容 易 に 理 解 さ れ る よ う に 、 特 定 の 用 途 に 応 じ て 任 意 の
数 の 締 付 具 ４ ４ ａ を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 プ レ ー ト ２ ８ を 所 定 位 置 に 固 定 し た 後 、 術 者 が 胸 骨 １ ６ を 再 び 分 離 し て 胸 骨 １ ６ ま た は
胸 腔 ２ ６ を 処 置 し て 、 （ 緊 急 に 、 ま た は 計 画 的 な ２ 次 的 心 臓 手 術 の た め に ） 治 療 す る こ と
が で き る よ う に 、 プ レ ー ト ２ ８ を 取 り 外 す 必 要 が あ り 得 る 。 締 付 具 ４ ４ ａ に ね じ 山 を 形 成
せ ず に 、 締 付 具 ４ ４ ａ を 各 骨 固 定 領 域 ３ ６ の 開 口 部 ４ ０ か ら 取 り 外 す こ と に よ り 、 プ レ ー
ト ２ ８ を 取 り 外 し や す く す る 。 プ レ ー ト ２ ８ が 取 り 外 さ れ た と き 、 非 弾 性 変 形 に よ り 形 状
が 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ２ 次 的 な 手 術 が 完 了 し た と き 、 上 述 の よ う に 手 術 用 ピ ン セ ッ ト ６ ０ を 用 い て 、 胸 骨 １ ６
の 分 離 し た 半 分 部 分 Ａ お よ び Ｂ を 再 び 接 近 さ せ る 。 胸 骨 １ ６ の 半 分 部 分 Ａ お よ び Ｂ を 所 望
の 距 離 に 再 接 近 さ せ た と き 、 プ レ ー ト ２ ８ を 交 換 す る こ と に よ り 、 半 分 部 分 Ａ お よ び Ｂ を
所 定 位 置 に 固 定 す る 。 骨 固 定 領 域 ３ ６ の 選 択 的 な 開 口 部 ４ ０ に 締 付 具 ４ ４ ａ を 挿 通 す る と
と も に 、 開 口 部 ４ ０ の 内 側 ね じ 山 を 締 付 具 ４ ４ ａ の 外 側 ね じ 山 ５ ２ に ね じ 込 む こ と に よ り
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、 プ レ ー ト ２ ８ を 交 換 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ９ お よ び 図 １ ０ （ ａ ） ～ （ ｃ ） を 参 照 す る と 、 本 願 に 係 る プ レ ー ト ２ ８ ａ が 図 示 さ れ
て い る 。 プ レ ー ト ２ ８ ａ は 、 概 略 、 プ レ ー ト ２ ８ と 同 様 で あ る の で 、 プ レ ー ト ２ ８ ａ に 関
す る 詳 細 な 説 明 は 必 要 で は な い 。 た だ し 、 プ レ ー ト ２ ８ と は 異 な り 、 プ レ ー ト ２ ８ ａ は 、
複 数 の 開 口 部 ４ ０ を 含 む 延 長 さ れ た 骨 固 定 領 域 ３ ６ ａ を 有 す る 。 な お 、 プ レ ー ト ２ ８ ａ は
、 同 様 に 、 各 骨 固 定 領 域 ３ ６ ａ を 連 結 す る ブ リ ッ ジ 領 域 を 有 す る こ と に 留 意 さ れ た い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 １ １ お よ び 図 １ ２ （ ａ ） ～ （ ｃ ） を 参 照 す る と 、 本 願 に 係 る プ レ ー ト ２ ８ ｂ が 図 示 さ
れ て い る 。 プ レ ー ト ２ ８ ｂ は 、 概 略 、 プ レ ー ト ２ ８ と 同 様 で あ る の で 、 プ レ ー ト ２ ８ ｂ に
関 す る 詳 細 な 説 明 は 必 要 で は な い 。 た だ し 、 プ レ ー ト ２ ８ と は 異 な り 、 プ レ ー ト ２ ８ ｂ は
、 ２ つ の 骨 固 定 領 域 ３ ６ ｂ の 間 に 延 び る 単 一 の ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８ を 有 す る 。 同 様 に 、 こ の
ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８ は 、 通 常 、 骨 切 断 領 域 の 上 方 に 延 び る 一 方 、 骨 固 定 領 域 ３ ６ ｂ は 、 骨 の
半 分 部 分 Ａ お よ び Ｂ の そ れ ぞ れ に し っ か り と 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 １ ３ お よ び 図 １ ４ （ ａ ） ～ （ ｃ ） を 参 照 す る と 、 本 願 に 係 る プ レ ー ト ２ ８ ｃ が 図 示 さ
れ て い る 。 プ レ ー ト ２ ８ ｃ は 、 概 略 、 プ レ ー ト ２ ８ と 同 様 で あ る の で 、 プ レ ー ト ２ ８ ｃ に
関 す る 詳 細 な 説 明 は 必 要 で は な い 。 た だ し 、 プ レ ー ト ２ ８ と は 異 な り 、 プ レ ー ト ２ ８ ｃ は
、 ２ つ の 骨 固 定 領 域 ３ ６ ｃ の 間 に 延 び る 単 一 の ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８ を 有 す る 。 骨 固 定 領 域 ３
６ ｃ は 、 図 １ ３ で 最 も よ く 図 示 さ れ て い る よ う に 、 ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８ に 対 し て 所 定 角 度 を
も っ て 形 成 さ れ る 。 骨 固 定 領 域 ３ ６ ｃ は 、 胸 骨 １ ６ に よ り 確 実 に 適 合 し 、 横 断 方 向 の 骨 折
を 固 定 す る こ と が で き る よ う に 、 ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８ に 対 し て 所 定 角 度 を も っ て 形 成 さ れ る
。 な お 、 本 願 の 他 の 任 意 の 実 施 形 態 に お い て 、 骨 固 定 領 域 ３ ６ ｃ と ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８ が プ
レ ー ト ２ ８ ｃ と 同 様 の 配 向 を 有 し て い て も よ い こ と に 留 意 さ れ た い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 願 に 係 る プ レ ー ト ２ ８ ｄ が 図 １ ５ お よ び 図 １ ６ （ ａ ） ～ （ ｃ ） に 図 示 さ れ て い る 。 プ
レ ー ト ２ ８ ｄ は 、 概 略 、 プ レ ー ト ２ ８ と 同 様 で あ る の で 、 プ レ ー ト ２ ８ ｄ に 関 す る 詳 細 な
説 明 は 必 要 で は な い 。 プ レ ー ト ２ ８ ｄ は 、 通 常 、 ２ つ の 骨 固 定 領 域 ３ ６ ｄ の 間 に 延 び る 単
一 の ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ７ を 有 す る 点 に お い て プ レ ー ト ２ ８ と 異 な る 。 プ レ ー ト ２ ８ ｄ の 骨 固
定 領 域 ３ ６ ｄ は 、 互 い に 対 し て 対 向 す る よ う な 関 係 で 配 置 さ れ て い る 点 を 除 い て 、 プ レ ー
ト ２ ８ の 骨 固 定 領 域 と 実 質 的 に 同 様 の も の で あ る 。 と り わ け 図 １ ５ で 最 も よ く 図 示 さ れ て
い る よ う に 、 通 常 、 第 １ の 骨 固 定 領 域 ３ ６ ｄ ’ が ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８ に 対 し て 垂 直 に 延 び 、
第 ２ の 骨 固 定 領 域 ３ ６ ｄ ” が ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８ と 平 行 に 延 び て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 骨 の 半 分 部 分 Ａ お よ び Ｂ の そ れ ぞ れ に 固 定 す る た め に 、 骨 固 定 領 域 ３ ６ ｄ ” が 合 計 ３ つ
の 開 口 部 ４ ０ を 有 し 、 骨 固 定 領 域 ３ ６ ｄ ’ が ２ つ の 開 口 部 ４ ０ を 有 す る 。 骨 固 定 領 域 ３ ６
ｄ ” 上 に 設 け ら れ た 余 分 の 開 口 部 ４ ０ を 用 い る と 、 余 分 の 締 付 具 を 用 い て 、 骨 固 定 領 域 ３
６ ｄ ” を 骨 の 半 分 部 分 Ａ お よ び Ｂ の そ れ ぞ れ に 確 実 に 固 定 す る こ と が で き る 。 し た が っ て
、 余 分 の 開 口 部 ４ ０ と 対 応 す る 締 付 具 ４ ４ ａ に よ り 、 締 付 具 が 貫 通 す る こ と を 制 限 し 、 プ
レ ー ト ２ ８ を 骨 の 半 分 部 分 Ａ お よ び Ｂ に 確 実 に 固 定 し や す く す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 上 述 の プ レ ー ト ２ ８ ， ２ ８ ａ ， ２ ８ ｂ ， ２ ８ ｃ ， ２ ８ ｄ に お い て 、 図 ８ （ ａ ） ～ （ ｃ ）
、 図 １ ０ （ ａ ） ～ （ ｃ ） 、 図 １ ２ （ ａ ） ～ （ ｃ ） ， 図 １ ４ （ ａ ） ～ （ ｃ ） お よ び 図 １ ６ （
ａ ） ～ （ ｃ ） に 最 も よ く 図 示 さ れ て い る よ う に 、 ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８ の 配 置 位 置 が 骨 固 定 領
域 か ら ず れ て 、 上 面 ３ ０ と ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８ の 間 、 下 面 ３ ２ と ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８ の 間 、 あ
る い は 上 面 ３ ０ お よ び 下 面 ３ ２ の そ れ ぞ れ と ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８ の 間 に 凹 部 ７ ０ が 形 成 さ れ
る 。 し か し 、 ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８ は 、 骨 固 定 領 域 ３ ６ の 上 面 ３ ０ お よ び 下 面 ３ ２ と 同 一 平 面
上 に あ る 上 面 ７ ６ お よ び 下 面 ７ ８ を 有 し て い て も よ い こ と に 留 意 さ れ た い 。 こ れ に よ り 、
下 記 に 詳 述 す る よ う に 、 緊 急 時 に ブ リ ッ ジ 領 域 を 切 断 で き る 程 度 に 十 分 に 幅 Ｗ を 小 さ く す
る こ と が で き る 。 ブ リ ッ ジ 領 域 に よ り 、 骨 の 半 分 部 分 Ａ お よ び Ｂ の 間 に 必 要 な 強 度 が 各 プ
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レ ー ト ２ ８ ， ２ ８ ａ ， ２ ８ ｂ ， ２ ８ ｃ ， ２ ８ ｄ に 与 え ら れ 、 あ る い は ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８ の
幅 と 凹 部 ７ ０ に よ り 、 医 者 ま た 術 者 が ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８ を 切 断 し て 、 プ レ ー ト ２ ８ ， ２ ８
ａ ， ２ ８ ｂ ， ２ ８ ｃ ， ２ ８ ｄ を 迅 速 に 取 り 除 く こ と が で き る 。 各 プ レ ー ト ２ ８ ， ２ ８ ａ ，
２ ８ ｂ ， ２ ８ ｃ ， ２ ８ ｄ は 、 実 質 的 に 同 一 の ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８ を 有 す る の で 、 以 下 ブ リ ッ
ジ 領 域 に つ い て 説 明 す る 場 合 は 、 プ レ ー ト ２ ８ を 参 照 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 １ ７ で 最 も よ く 図 示 さ れ て い る よ う に 、 手 術 用 は さ み ７ ２ 、 ワ イ ヤ カ ッ タ ー 、 プ レ ー
ト カ ッ タ ー 、 ま た は コ ー テ リ ー （ 非 金 属 の 固 定 の 場 合 に の み 適 用 可 能 ） な ど の 切 断 デ バ イ
ス を 用 い て 、 凹 部 ７ ０ を 容 易 に 係 合 し て 、 手 術 用 は さ み ７ ２ 、 ワ イ ヤ カ ッ タ ー 、 プ レ ー ト
カ ッ タ ー 、 ま た は コ ー テ リ ー で ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８ を 切 断 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 医
者 は 、 締 付 具 ４ ４ ａ を 取 り 外 す か 、 ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８ を 切 断 す る こ と に よ り 、 胸 腔 内 の 処
置 を 施 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８ を よ り 容 易 に 切 断 で き る よ う に 、 あ る い は 患 者 に 快 適 性 を 改 善 す る 滑
ら か な 表 面 を 提 供 す る た め に 、 ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８ は 、 周 囲 面 ７ ４ 、 上 面 ７ ６ 、 ま た は 下 面
７ ８ に お い て 傾 斜 を 有 し て い て も よ い 。 図 ８ （ ａ ） で 最 も よ く 図 示 さ れ て い る よ う に 、 上
面 ７ ６ お よ び 周 囲 面 ７ ４ に 傾 斜 を 与 え る と 、 ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８ を 比 較 的 に 弱 く し 、 通 常 、
骨 固 定 領 域 ３ ６ の 上 面 ３ ０ と ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８ の 上 面 ７ ６ の 間 に 凹 部 ７ ０ を 形 成 す る 。 図
８ （ ｂ ） で 最 も よ く 図 示 さ れ て い る よ う に 、 下 面 ７ ８ に 傾 斜 を 与 え る と 、 骨 固 定 領 域 ３ ６
の 下 面 ３ ２ と ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８ の 下 面 ７ ８ の 間 に 凹 部 ７ ０ を 形 成 す る 。 さ ら に 図 ８ （ ｃ ）
で 最 も よ く 図 示 さ れ て い る よ う に 、 ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８ の 下 面 ７ ６ お よ び 上 面 ７ ８ の 両 方 に
隣 接 し て 凹 部 ７ ０ を 形 成 し て も よ い 。 な お 図 １ ７ は 、 一 般 に 、 矩 形 断 面 を 有 す る ブ リ ッ ジ
領 域 ３ ８ を 有 す る プ レ ー ト ２ ８ を 図 示 し て い る が 、 択 一 的 な 実 施 形 態 で は 、 楕 円 形 、 長 円
形 、 ま た は 手 術 用 は さ み ７ ２ や ワ イ ヤ カ ッ タ ー な ど の 適 当 な 切 断 デ バ イ ス を 用 い て ブ リ ッ
ジ 領 域 と の 係 合 を 支 援 す る 他 の 任 意 の 断 面 形 状 を 有 し て い て も よ い 。 さ ら に 、 本 願 の 他 の
任 意 の 形 態 に お い て も 、 ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８ は 、 円 筒 形 、 楕 円 形 、 長 円 形 、 正 方 形 、 ま た は
適 当 な 切 断 デ バ イ ス を 用 い て ブ リ ッ ジ 領 域 と の 係 合 を 支 援 す る 他 の 任 意 の 断 面 形 状 を 有 し
て い て も よ い 。 ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８ は 、 楕 円 形 、 長 円 形 、 ま た は 矩 形 な ど の さ ま ざ ま な 複 数
の 断 面 形 状 を 有 し て い て も よ い が 、 骨 の 半 分 部 分 Ａ お よ び Ｂ を 一 体 に 保 持 で き る と と も に
、 緊 急 事 態 に は 、 医 者 が プ レ ー ト ２ ８ を 容 易 に か つ 迅 速 に 取 り 外 せ る 強 度 条 件 を 備 え る よ
う に 設 計 し な け れ ば な ら な い 。 ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８ は 、 求 め ら れ る 強 度 条 件 と 切 断 可 能 性 条
件 の 両 方 を バ ラ ン ス さ せ る こ と に よ り 、 両 方 の 条 件 を 満 足 す る よ う に 設 計 さ れ る 。 こ の 設
計 上 の 特 徴 は 、 強 度 特 性 を 維 持 し な が ら 、 ブ リ ッ ジ 領 域 を 迅 速 か つ 容 易 に 取 り 外 せ る こ と
に あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８ を 切 断 す る た め に 必 要 な 力 と 、 ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８ の 断 面 積 と は 実 質 的
に 比 例 す る 。 し た が っ て 、 ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８ の 断 面 積 が 大 き く な れ ば な る ほ ど 、 大 き い 力
が ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８ を 切 断 す る た め に 必 要 と な る 。 ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８ の 断 面 積 は 、 シ ス テ
ム １ ０ の 強 度 条 件 を 満 足 さ せ る と と も に 、 ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８ の 切 断 可 能 性 を 最 適 化 す る よ
う に 設 計 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 所 与 の 断 面 に 対 し 、 主 に 、 ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８ の 断 面 の ア ス ペ ク ト 比 を 操 作 す る こ と に よ
り 、 ブ リ ッ ジ 領 域 の 最 適 な 切 断 可 能 性 を 得 る こ と が で き る 。 ア ス ペ ク ト 比 は 、 通 常 、 カ ッ
タ ー ７ ２ 内 に あ る プ レ ー ト ２ ８ の 高 さ Ｈ を カ ッ タ ー ７ ２ 内 に あ る プ レ ー ト ２ ８ の 幅 Ｗ で 割
っ た も の と し て 定 義 さ れ る 。 図 ７ お よ び 図 ８ （ ａ ） ～ （ ｃ ） で 最 も よ く 図 示 さ れ て い る よ
う に 、 ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８ の 高 さ は 、 そ の 上 面 ７ ６ お よ び 下 面 ７ ８ の 間 で 定 義 さ れ 、 ブ リ ッ
ジ 領 域 の 幅 は 、 そ の 上 面 ７ ６ お よ び 下 面 ７ ８ に 垂 直 な 方 向 に 測 定 さ れ る 。 ブ リ ッ ジ 領 域 の
高 さ は 、 カ ッ タ ー 内 に あ る プ レ ー ト の 高 さ と は 対 応 し て お ら ず 、 ブ リ ッ ジ 領 域 上 の カ ッ タ
ー の 向 き に 依 存 す る 。 こ の よ う に 、 ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８ の 幅 は 、 通 常 、 ブ リ ッ ジ 領 域 の 高 さ
に 垂 直 な 方 向 に お い て 測 定 さ れ る 。 概 し て 云 え ば 、 一 定 の 断 面 積 を 得 る た め に は 、 あ る い
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は ブ リ ッ ジ 領 域 が 所 定 の 張 力 を 有 す る た め に は 、 ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８ の 幅 が 大 き い と き 、 ブ
リ ッ ジ 領 域 ３ ８ の 高 さ を 小 さ く す る 。 所 与 の 断 面 積 を 得 る た め に は 、 切 断 ア ス ペ ク ト 比 （
Ｈ ／ Ｗ ） が 大 き い と き 、 ブ リ ッ ジ 領 域 を 切 断 す る た め に 必 要 な 力 は 小 さ く な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 切 断 力 は 、 ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８ の 断 面 の 大 き さ 、 形 状 、 お よ び ア ス ペ ク ト 比 に 依 存 す る の
で 、 使 用 に 際 し て 、 ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８ の 好 適 な ア ス ペ ク ト 比 （ す な わ ち 、 高 さ と 幅 ） を 決
定 す る と き 、 ア ス ペ ク ト 比 フ ァ ク タ （ Ａ Ｒ Ｆ ） を 計 算 す る 。 ア ス ペ ク ト 比 フ ァ ク タ は 、 テ
ス ト 時 に 切 断 し た 力 を 両 方 の 方 向 で 測 定 し た 切 断 力 の 平 均 値 で 割 る こ と に よ り 決 定 さ れ る
。 上 述 の と お り 、 ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８ の ア ス ペ ク ト 比 は 、 カ ッ タ ー ７ ２ 内 に あ る プ レ ー ト ２
８ の 高 さ Ｈ を カ ッ タ ー ７ ２ 内 に あ る プ レ ー ト ２ ８ の 幅 Ｗ で 割 っ た も の と し て 定 義 さ れ る 。
し た が っ て 、 ア ス ペ ク ト 比 Ａ を 有 す る 所 与 の ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８ は 、 カ ッ タ ー ７ ２ 内 に お い
て ９ ０ 度 回 転 さ せ た と き に は １ ／ Ａ の ア ス ペ ク ト 比 を 有 す る 。 よ っ て 、 各 ア ス ペ ク ト 比 に
対 す る ア ス ペ ク ト 比 フ ァ ク タ を 次 式 で 求 め る こ と が で き る 。
Ａ Ｒ Ｆ Ａ ＝ 切 断 力 Ａ ／ （ （ 切 断 力 Ａ ＋ 切 断 力 １ ／ Ａ ） ／ ２ ）
Ａ Ｒ Ｆ １ ／ Ａ ＝ 切 断 力 １ ／ Ａ ／ （ （ 切 断 力 Ａ ＋ 切 断 力 １ ／ Ａ ） ／ ２ ）
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 例 え ば 、 正 方 形 の 断 面 を 有 す る ブ リ ッ ジ 領 域 を 切 断 す る た め に 必 要 な 力 は 、 通 常 、 断 面
の 幅 が 高 さ と 同 じ で あ る の で 、 カ ッ タ ー ７ ２ の 断 面 の 向 き に 関 係 な く 同 じ で あ る 。 同 じ 断
面 積 を 有 す る が ア ス ペ ク ト 比 ２ を 有 す る （ す な わ ち 、 ブ リ ッ ジ 領 域 の 高 さ の ２ 倍 の 幅 を 有
す る ） プ レ ー ト に 対 し て 、 ブ リ ッ ジ を 切 断 す る た め に 必 要 な 切 断 力 が 小 さ く な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 例 え ば 、 プ レ ー ト が ア ス ペ ク ト 比 ２ を 有 す る と き 、 そ の 自 然 対 数 は ０ ． ６ ９ で あ る 。 グ
レ ー ト IVの チ タ ニ ウ ム で 形 成 さ れ た ブ リ ッ ジ 領 域 の 断 面 の ア ス ペ ク ト 比 フ ァ ク タ （ Ａ Ｒ Ｆ
） に 対 す る ア ス ペ ク ト 比 に 関 す る 実 験 デ ー タ の 結 果 か ら 、 ア ス ペ ク ト 比 ２ に 対 応 す る ア ス
ペ ク ト 比 フ ァ ク タ （ Ａ Ｒ Ｆ ） の 自 然 対 数 は 、 約 － ０ ． １ で あ っ て 、 そ の と き の ア ス ペ ク ト
比 フ ァ ク タ （ Ａ Ｒ Ｆ ） は ０ ． ９ ０ ４ で あ る 。 こ の ア ス ペ ク ト 比 フ ァ ク タ の 値 を 上 式 に 代 入
し て 、 切 断 力 （ Ａ ） を 求 め る と 、 同 じ 断 面 積 を 有 し 、 ア ス ペ ク ト 比 が １ ／ ２ で あ る ブ リ ッ
ジ 領 域 を 切 断 す る の に 必 要 な 負 荷 の 約 ８ ３ ％ と な る 。 ア ス ペ ク ト 比 が １ ／ ２ で あ る 断 面 は
、 ア ス ペ ク ト 比 ２ を 有 す る 断 面 と 同 じ 断 面 積 を 有 す る が 、 切 断 ツ ー ル ７ ２ に 対 し て ９ ０ 度
回 転 さ せ る の で （ そ の 結 果 、 上 式 を 解 い て 切 断 力 （ １ ／ Ａ ） お よ び ア ス ペ ク ト 比 （ １ ／ Ａ
） を 求 め る ） 、 よ り 切 断 し に く く な る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 し た が っ て 、 ア ス ペ ク ト 比 が ２ で あ る （ す な わ ち 、 高 さ の ２ 倍 の 幅 を 有 す る ） ブ リ ッ ジ
領 域 ３ ８ は 、 ア ス ペ ク ト 比 が １ ／ ２ で あ る （ す な わ ち 、 幅 の ２ 倍 の 高 さ を 有 す る ） ブ リ ッ
ジ 領 域 よ り 容 易 に 切 断 さ れ る 。 ア ス ペ ク ト 比 が ２ ま た は １ ／ ２ を 有 す る ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８
は 同 一 の 断 面 積 を 有 す る こ と に 留 意 さ れ た い 。 換 言 す る と 、 幅 と 高 さ の 関 係 は 同 じ で あ る
。 例 え ば 、 一 方 の 方 向 ２ ｍ ｍ 、 他 方 の 方 向 で １ ｍ ｍ と 測 定 さ れ た ブ リ ッ ジ 領 域 を 有 す る プ
レ ー ト ２ ８ は 、 ２ ｍ ｍ ２ の 断 面 積 を 有 す る 。 プ レ ー ト ２ ８ を 切 断 ツ ー ル ７ ２ に お い て ９ ０
度 回 転 さ せ る と 、 ア ス ペ ク ト 比 が ２ か ら １ ／ ２ に 変 化 す る 。 ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８ を ２ ｍ ｍ の
表 面 に 沿 っ て 切 断 す る と き 、 ア ス ペ ク ト 比 は ２ と な り 、 プ レ ー ト ２ ８ を 切 断 し や す い 。 逆
に 、 プ レ ー ト ２ ８ を １ ｍ ｍ の 面 に 沿 っ て 切 断 す る と き 、 ア ス ペ ク ト 比 は １ ／ ２ と な り 、 プ
レ ー ト ２ ８ は 、 ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８ を 切 断 す る た め に 、 よ り 大 き い 切 断 力 を 有 す る 。 切 断 力
と ア ス ペ ク ト 比 は 、 直 接 的 に 関 連 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 本 発 明 者 の 研 究 に よ れ ば 、 特 定 の カ ッ タ ー の ハ ン ド ル に 加 わ る 切 断 力 が ５ ５ ． １ lbf（
約 ２ ４ ５ ． １ Ｎ ） で あ る と き 、 一 般 に 、 十 分 な 力 で あ る と 考 え ら れ 、 緊 急 救 命 室 の 緊 急 用
カ ー ト に 通 常 配 備 さ れ た 切 断 ツ ー ル ７ ２ を 用 い て 、 ほ と ん ど の 術 者 が 容 易 に プ レ ー ト ２ ８
を 切 断 す る こ と が で き る 。 上 述 の よ う に 、 プ レ ー ト ２ ８ の 所 与 の ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８ を 切 断
す る た め に 必 要 な 力 は 、 部 分 的 に 、 切 断 さ れ る ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８ の ア ス ペ ク ト 比 に 依 存 す
る 。 ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８ の 断 面 積 を 許 容 可 能 な 限 界 を 超 え て 低 減 す る こ と な く 、 ブ リ ッ ジ 領
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域 の 断 面 の ア ス ペ ク ト 比 を 最 適 化 す る こ と に よ り 、 容 易 に プ レ ー ト ２ ８ を 切 断 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 通 常 、 胸 骨 閉 鎖 術 で 用 い ら れ る ほ と ん ど の デ バ イ ス は 、 ９ ０ lbf（ 約 ４ ０ ０ Ｎ ） か ら ２
７ ０ lbf（ 約 １ ２ ０ ０ Ｎ ） ま で の 負 荷 に 耐 え ら れ る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 こ う し た 負 荷
は 、 一 般 に 、 患 者 が 呼 吸 や 咳 を し た と き に 加 わ る 程 度 の も の で 、 骨 固 定 領 域 ３ ６ お よ び １
つ ま た は そ れ 以 上 の ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８ を 介 し て 、 １ つ ま た そ れ 以 上 の プ レ ー ト ２ ８ に よ り
半 分 部 分 Ａ お よ び Ｂ に 安 全 に 伝 達 さ れ な け れ ば な ら な い 。 し た が っ て 、 プ レ ー ト ２ ８ を 設
計 す る 上 で の 第 １ の ス テ ッ プ は 、 こ う し た 負 荷 に 対 し て 適 当 な 安 全 フ ァ ク タ 内 で 耐 え る だ
け の 十 分 に 大 き い ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８ を 形 成 す る こ と で あ る 。 十 分 な 断 面 積 が 決 定 さ れ る と
、 プ レ ー ト ２ ８ を 迅 速 に 取 り 外 す た め に 必 要 な 切 断 可 能 性 を 与 え る よ う に 、 断 面 積 の ア ス
ペ ク ト 比 を 調 整 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８ の ア ス ペ ク ト 比 （ 高 さ と 幅 ） を 調 整 す る と き 、 所 与 の ブ リ ッ ジ 領 域 ３
８ に 対 す る 最 大 切 断 高 さ を 決 定 す る 上 で 次 の 方 程 式 （ Ａ － Ｈ ） が 有 用 で あ る 。 こ こ で ｈ m a

x は ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８ の 最 大 高 さ で 、 ｗ は ブ リ ッ ジ 領 域 ３ ８ の 幅 で 、 ａ は ブ リ ッ ジ 領 域 ３
８ の 断 面 積 で あ る 。 な お 、 カ ッ タ ー ７ ２ 内 に あ る プ レ ー ト ２ ８ が 任 意 の 向 き に 関 し て 、 次
の 方 程 式 が 成 り 立 つ こ と に 留 意 さ れ た い 。 こ の ブ リ ッ ジ 領 域 の 幅 お よ び 最 大 高 さ の 利 用 は
、 図 １ ８ で 示 す 切 断 方 向 に 依 存 し 、 関 与 す る 。 よ り 一 般 的 に は 、 高 さ は カ ッ タ ー ７ ２ 内 に
あ る ブ リ ッ ジ 領 域 の 高 さ と 考 え ら れ （ 同 様 に 、 幅 は カ ッ タ ー ７ ２ 内 に あ る ブ リ ッ ジ 領 域 の
幅 と 考 え ら れ ） 、 特 定 の 切 断 方 向 は 関 係 し な い 。
【 数 ７ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 方 程 式 Ａ ～ Ｈ の 左 辺 に あ る 定 数 （ す な わ ち 、 63.7, 55.1, 22.2, 19.2） は 、 所 与 の ブ リ
ッ ジ 領 域 ３ ８ に 関 し て 、 実 験 的 に 求 め ら れ た 許 容 可 能 な 切 断 力 の 値 で あ る 。 許 容 可 能 な 切
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断 力 を 決 定 す る た め に 、 次 の 方 程 式 を 用 い る こ と が で き る 。 こ こ で Ｃ Ｆ と は 、 許 容 可 能 な
最 大 の 切 断 力 を 意 味 し 、 Ｓ １ は （ 実 験 的 に 求 め ら れ た ） 切 断 力 と 断 面 積 の 勾 配 を 意 味 し 、
Ｓ ２ は （ 実 験 的 に 求 め ら れ た ） ln(ARF)と ln(ア ス ペ ク ト 比 )の 勾 配 を 示 し 、 Ｃ １ は （ 実 験
的 に 求 め ら れ た ） 切 断 力 と 断 面 積 の Ｙ 切 片 を 示 す 。
【 数 ８ 】
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 許 容 可 能 な 最 大 の 切 断 力 と 同 じ か 、 よ り 小 さ い 実 際 の 切 断 力 に お い て 、 定 義 さ れ た 幅 ｗ
が 与 え ら れ る と 、 最 大 高 さ Ｈ は ｈ m a x と 同 じ か 、 そ れ よ り 小 さ く な く て は な ら な い 。 断 面
が 矩 形 （ ａ ＝ ｈ × ｗ ） で あ る と き 、 こ の 方 程 式 は 次 の よ う に な る 。
【 数 ９ 】
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 （ 医 者 ま た は 術 者 が 機 器 の ハ ン ド ル に 加 え る ） 切 断 力 条 件 は 、 そ れ ぞ れ ６ ３ ． ７ lbf（
約 ２ ８ ３ ． ４ Ｎ ） 、 ５ ５ ． １ lbf（ 約 ２ ４ ５ ． １ Ｎ ） 、 ２ ２ ． ２ lbf（ 約 ９ ８ ． ８ Ｎ ） 、 １
９ ． ２ lbf（ 約 ８ ５ ． ４ Ｎ ） で あ り 、 プ レ ー ト 設 計 者 が 選 択 し て 切 断 力 を 設 定 す る ス ケ ー
ル を 提 供 す る 。 ６ ３ ． ７ lbf（ 約 ２ ８ ３ ． ４ Ｎ ） お よ び ５ ５ ． １ lbf（ 約 ２ ４ ５ ． １ Ｎ ） の
切 断 力 は 、 最 大 の 臨 床 関 連 カ ッ タ ー に 関 す る 。 ２ ２ ． ２ lbf（ 約 ９ ８ ． ８ Ｎ ） お よ び １ ９
． ２ lbf（ 約 ８ ５ ． ４ Ｎ ） の 切 断 力 は 、 最 小 の 臨 床 関 連 カ ッ タ ー に 関 す る 。 定 数 Ｓ １ 、 Ｃ
１ 、 お よ び Ｓ ２ は 、 選 択 さ れ た 材 料 に 依 存 す る 。 切 断 力 は 、 ま ず 、 最 大 の 臨 床 関 連 カ ッ タ
ー に 対 し て 決 定 さ れ る 。 た だ し 、 第 ２ の カ ッ タ ー （ Ｌ ２ ） を 用 い て 所 与 の 断 面 を 切 断 す る
た め に 必 要 な 力 に 対 す る 、 第 １ の カ ッ タ ー （ Ｌ １ ） を 用 い て 同 一 の 断 面 を 切 断 す る た め に
必 要 な 力 の 実 験 で 求 め ら れ た 比 を 用 い て 、 次 の 方 程 式 を 縮 小 拡 大 す る こ と が で き る 。 こ う
し て 、 他 の 臨 床 関 連 カ ッ タ ー （ 例 え ば 、 小 さ い カ ッ タ ー ） を 用 い て 、 縮 小 拡 大 さ れ た 方 程
式 に よ り 、 プ レ ー ト を 切 断 す る こ と が で き 、 こ の 方 程 式 は 次 式 で 表 さ れ る 。
【 数 １ ０ 】
　
　
　
　
　
　 い く つ か の 断 面 形 状 を 有 す る プ レ ー ト 用 い 、 デ ー タ を 解 析 し 、 適 当 な 関 係 を 実 験 的 特 定
し て 、 最 小 の 臨 床 関 連 カ ッ タ ー に 関 す る 方 程 式 の 左 辺 に あ る ２ ２ ． ２ lbf（ 約 ９ ８ ． ８ Ｎ
） お よ び １ ９ ． ２ lbf（ 約 ８ ５ ． ４ Ｎ ） の 切 断 力 を 決 定 し た 。 こ の 方 程 式 の 変 形 は 、 本 質
的 に 、 カ ッ タ ー に 同 じ 力 が 手 か ら 加 わ る 際 の 最 小 の カ ッ タ ー が よ り 容 易 に 切 断 で き る 断 面
を 必 要 と す る こ と を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 技 術 的 に は 、 大 き い カ ッ タ ー を 用 い た と き の 切 断 力 に 対 す る 小 さ い カ ッ タ ー を 用 い た と
き の 切 断 力 の 比 を Ｓ １ お よ び Ｃ １ に 掛 け 合 わ せ て 修 整 し 、 上 記 方 程 式 は 、 （ 大 き い カ ッ タ
ー を 用 い た と き の 切 断 力 に 対 す る 小 さ い カ ッ タ ー を 用 い た と き の 切 断 力 の ） 量 （ 比 ） で 切
断 力 （ Ｃ Ｆ ） を 割 る こ と に 相 当 す る 。 こ れ が 、 方 程 式 Ａ お よ び Ｂ を 縮 小 拡 大 し て 方 程 式 Ｃ
お よ び Ｄ を 得 、 方 程 式 Ｅ お よ び Ｆ を 縮 小 拡 大 し て 方 程 式 Ｇ お よ び Ｈ を 得 る 手 法 で あ る 。
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【 ０ ０ ５ ２ 】
　 例 え ば 、 方 程 式 Ａ お よ び Ｂ の 両 方 を 設 定 し 、 面 積 、 幅 、 高 さ を 変 数 と し て 、 ６ ３ ． ７ lb
f（ 約 ２ ８ ３ ． ４ Ｎ ） の 切 断 力 を 得 る 。 矩 形 断 面 に 対 し て 、 こ の 最 大 の 切 断 力 を 用 い 、 最
大 の 臨 床 関 連 カ ッ タ ー と と も に グ レ ー ド IVチ タ ニ ウ ム を 用 い る と 、 方 程 式 Ａ は ブ リ ッ ジ 領
域 の 高 さ と 幅 の 間 の 関 係 を 与 え る 。 最 大 切 断 高 さ （ 図 １ ８ に 示 す よ う に 、 ブ リ ッ ジ 領 域 の
幅 と 同 じ で あ っ て も よ い が ） が ０ ． ０ ５ イ ン チ （ 約 ０ ． １ ２ ７ ｍ ｍ ） と 設 定 さ れ た 場 合 、
ブ リ ッ ジ 領 域 の 最 大 高 さ は ０ ． ０ ７ ８ ４ イ ン チ （ 約 ０ ． １ ９ ９ ｍ ｍ ） と な る 。 与 え ら れ た
幅 と 求 め た 高 さ よ り 、 同 様 に 、 断 面 積 は ０ ． ０ ０ ３ ９ ２ 平 方 イ ン チ （ 約 ０ ． ０ ２ ５ ３ ｍ ｍ
２ ） で あ る と 求 め る こ と が で き る 。 ブ リ ッ ジ 領 域 の 高 さ が ０ ． ０ ７ ８ ４ イ ン チ （ 約 ０ ． １
９ ９ ｍ ｍ ） よ り 低 け れ ば 、 こ の 切 断 力 で 切 断 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 逆 に 、 同 じ 切 断 力 に 基 づ い た 同 じ 方 程 式 Ａ 、 同 じ 矩 形 断 面 、 お よ び 同 じ カ ッ タ ー を 用 い
、 カ ッ タ ー 内 に あ る プ レ ー ト の 高 さ （ 図 １ ８ Ａ に 示 す ブ リ ッ ジ 領 域 の 幅 に 相 当 ） が ０ ． ０
７ ８ ４ イ ン チ （ 約 ０ ． １ ９ ９ ｍ ｍ ） に 設 定 さ れ る と （ こ れ は 先 の 実 施 例 に お け る ブ リ ッ ジ
領 域 の 最 大 高 さ と 同 等 ） 、 ブ リ ッ ジ 領 域 の 最 大 高 さ は ０ ． ０ ５ ６ ７ イ ン チ （ 約 ０ ． １ ４ ４
ｍ ｍ ） と な る 。 設 定 さ れ た 幅 と 求 め ら れ た 高 さ か ら 、 断 面 積 は ０ ． ０ ０ ４ ４ ５ 平 方 イ ン チ
（ 約 ０ ． ０ ２ ８ ７ ｍ ｍ ２ ） で あ る と 計 算 す る こ と が で き る 。 同 じ 切 断 力 に 対 し て 、 第 ２ の
実 施 例 で 求 め ら れ た 形 状 の 断 面 積 は 、 第 １ の 実 施 例 の ブ リ ッ ジ 領 域 よ り １ ３ ． ４ ％ 大 き い
。 こ れ は 、 第 ２ の 実 施 例 に よ る ブ リ ッ ジ 領 域 が 第 １ の 実 施 例 に よ る ブ リ ッ ジ 領 域 よ り １ ３
． ４ ％ 大 き い 張 力 を 許 容 す る こ と を 意 味 す る 。 こ の よ う に 、 プ レ ー ト が 特 定 の 負 荷 に 耐 え
る 必 要 が あ っ て 、 そ の 負 荷 に 耐 え る た め に 必 要 な 断 面 積 が 分 か っ て い る な ら ば 、 方 程 式 Ａ
～ Ｈ を 用 い て 、 ア ス ペ ク ト 比 を 調 整 し 、 強 度 お よ び 切 断 可 能 性 の 両 方 に 対 す る 要 件 を 満 足
さ せ る よ う に プ レ ー ト （ す な わ ち 高 さ と 幅 ） を 設 計 す る 。 次 の 表 は 、 実 施 例 １ お よ び ２ を
要 約 し て い る 。
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 同 様 に 、 ハ ン ド ル 上 で 実 験 的 に 測 定 さ れ た 力 を 、 所 与 の カ ッ タ ー の 機 械 的 拡 大 率 を 用 い
て 、 プ レ ー ト に お け る 実 際 の 力 に 伝 達 す る こ と が で き る 。 最 大 の 臨 床 関 連 カ ッ タ ー と し て
用 い ら れ る 二 重 作 用 カ ッ タ ー に 関 し て 、 カ ッ タ ー が プ レ ー ト を 超 え て 最 大 ２ ｍ ｍ 延 び る よ
う に 配 置 さ れ た と き 、 機 械 的 拡 大 率 は 、 手 の 位 置 に よ る が 、 ６ ． １ ～ ７ ． １ で あ っ た 。 テ
ス ト 条 件 に お い て は 、 機 械 的 拡 大 率 は ６ ． ８ と 特 定 さ れ た 。 こ れ よ り 、 加 え ら れ た 切 断 力
６ ３ ． ７ lbf（ 約 ２ ８ ３ ． ４ Ｎ ） に 対 し て プ レ ー ト に 加 わ る 実 際 の 力 は 、 ユ ー ザ の 手 の 位
置 に よ る が 、 ３ ８ ８ ～ ４ ５ ２ lbf（ 約 １ ７ ２ ５ ． ９ ～ ２ ０ １ ０ ． ６ Ｎ ） の 範 囲 に あ る と 特
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定 す る こ と が で き る 。 小 さ い カ ッ タ ー の 場 合 も 同 様 に 特 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ の 計 算 を 基 に 、 切 断 力 の 方 程 式 を 書 き 直 し て 、 カ ッ タ ー の 機 械 的 拡 大 率 （ Ｍ Ａ ） を 用
い て 、 プ レ ー ト に 加 わ る 力 （ Ｐ Ｃ Ｆ ） を 記 述 す る こ と が で き る 。
【 数 １ １ 】
　
　
　
　
　
　
Ｐ Ｃ Ｆ ＝ （ Ｃ Ｆ ） × （ Ｍ Ａ ） な の で 、 こ の 方 程 式 は 、 上 述 の 関 係 と 同 等 の も の で あ る こ と
が 明 白 で あ る 。 大 き い カ ッ タ ー に 対 し て 測 定 さ れ た 機 械 的 拡 大 率 の 範 囲 の 最 大 値 を 用 い て
、 方 程 式 Ａ 、 Ｂ 、 Ｅ 、 Ｆ を 次 式 の よ う に 書 き 換 え る こ と が で き る 。
【 数 １ ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 同 様 の 手 法 を 用 い て 、 こ の 原 理 を テ ス ト さ れ た 小 さ い カ ッ タ ー ま た は 関 連 す る 任 意 の 他
の カ ッ タ ー に 適 用 し て 、 所 与 の プ レ ー ト に 加 え ら れ る 最 大 切 断 力 を 特 定 す る 。 同 一 の 特 徴
を 有 す る 方 程 式 お よ び 同 等 の テ ス ト を 用 い て 、 グ レ ー ド ２ ま た は グ レ ー ド ４ の 市 販 さ れ た
純 チ タ ニ ウ ム 以 外 の 材 料 か ら な る プ レ ー ト に 対 す る 切 断 力 を モ デ ル 化 す る た め に 、 こ の 手
法 を 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 本 願 の 開 示 内 容 は 、 本 質 的 に 、 単 な る 具 体 例 を 示 す も の で あ る か ら 、 本 発 明 の 核 心 か ら
逸 脱 し な い 変 形 例 は 、 本 発 明 の 範 疇 に 含 ま れ る こ と が 意 図 さ れ て い る 。 こ う し た 変 形 例 は
、 本 発 明 の 精 神 お よ び 範 疇 か ら 逸 脱 す る も の で は な い と 理 解 す べ き で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 術 後 の 人 間 胸 部 の 前 面 部 分 を 示 す 図 で 、 本 発 明 に 係 る １ つ の 可 能 性 の あ
る 態 様 に よ る プ レ ー ト を 用 い て 、 切 断 さ れ た 胸 部 が 連 結 さ れ て い る 様 子 を 示 す 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 図 １ に 示 す プ レ ー ト の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 図 ２ の ３ － ３ 線 に 沿 っ て 切 断 さ れ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ （ ａ ） は 、 図 １ の プ レ ー ト を 切 断 さ れ た 骨 部 分 に 固 定 す る た め に 用 い ら れ る
一 体 式 セ ル フ タ ッ ピ ン グ 締 付 具 の 斜 視 図 、 図 ４ （ ｂ ） は 、 セ ル フ ド リ リ ン グ 先 端 部 を 採 用
し た 図 ４ （ ａ ） に 示 す 締 付 具 の 斜 視 図 、 図 ４ （ ｃ ） は 、 図 １ に 示 す プ レ ー ト の ね じ 山 付 き
開 口 部 内 に 配 設 さ れ た 図 ４ （ ａ ） に 示 す 締 付 具 の 断 面 図 、 図 ４ （ ｄ ） は 、 図 １ に 示 す プ レ
ー ト の 開 口 部 内 に 配 設 さ れ た 図 ４ （ ａ ） に 示 す 締 付 具 の 断 面 図 で あ る 。

10

20

30

40

50

(21) JP 2006-130317 A 2006.5.25



【 図 ５ 】 図 ５ （ ａ ） は 、 図 １ の プ レ ー ト を 用 い て 切 断 さ れ た 骨 部 分 を 固 定 す る た め に 用 い
ら れ る ２ つ の 部 品 か ら な る 締 付 具 の 分 解 斜 視 図 、 図 ５ （ ｂ ） は 、 図 １ に 示 す プ レ ー ト の 開
口 部 内 に 配 設 さ れ た 図 ５ （ ａ ） の 締 付 具 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 図 １ に 示 す プ レ ー ト の 部 分 断 面 側 面 図 で 、 図 示 さ れ た 手 術 用 ピ ン セ ッ ト
を 用 い て 、 先 に 切 断 さ れ た 胸 骨 の 半 分 部 分 を 再 接 近 さ せ て 、 プ レ ー ト と 図 ４ に 示 す 締 付 具
が 協 働 し て 、 先 に 切 断 さ れ た 胸 骨 の 半 分 部 分 に プ レ ー ト を 固 定 す る 様 子 を 示 す 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 本 発 明 に 係 る プ レ ー ト の 斜 視 図 で あ っ て 、 こ の プ レ ー ト は ４ つ の 骨 固 定
領 域 と そ れ ぞ れ の 骨 固 定 領 域 の 間 を 橋 渡 し す る ブ リ ッ ジ 領 域 と を 有 す る 。
【 図 ８ 】 図 ８ （ ａ ） ～ （ ｃ ） は 、 図 ７ に 示 す プ レ ー ト の 側 面 図 で あ っ て 、 本 発 明 の 原 理 に
基 づ い て 設 計 さ れ た ブ リ ッ ジ 領 域 を 示 す 。
【 図 ９ 】 図 ９ は 、 本 発 明 に 係 る プ レ ー ト の 斜 視 図 で あ っ て 、 こ の プ レ ー ト は ４ つ の 骨 固 定
領 域 と そ れ ぞ れ の 骨 固 定 領 域 の 間 を 橋 渡 し す る ブ リ ッ ジ 領 域 と を 有 す る 。
【 図 １ ０ 】 図 １ ０ （ ａ ） ～ （ ｃ ） は 、 図 ９ に 示 す プ レ ー ト の 側 面 図 で あ っ て 、 本 発 明 の 原
理 に 基 づ い て 設 計 さ れ た ブ リ ッ ジ 領 域 を 示 す 。
【 図 １ １ 】 図 １ １ は 、 本 発 明 に 係 る プ レ ー ト の 斜 視 図 で あ っ て 、 こ の プ レ ー ト は ２ つ の 骨
固 定 領 域 と １ つ の ブ リ ッ ジ 領 域 と を 有 す る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ ２ （ ａ ） ～ （ ｃ ） は 、 図 １ １ に 示 す プ レ ー ト の 側 面 図 で あ っ て 、 本 発 明 の
原 理 に 基 づ い て 設 計 さ れ た ブ リ ッ ジ 領 域 を 示 す 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ３ は 、 本 発 明 に 係 る プ レ ー ト の 斜 視 図 で あ っ て 、 こ の プ レ ー ト は ２ つ の 骨
固 定 領 域 と １ つ の ブ リ ッ ジ 領 域 と を 有 す る 。
【 図 １ ４ 】 図 １ ４ （ ａ ） ～ （ ｃ ） は 、 図 １ ３ に 示 す プ レ ー ト の 側 面 図 で あ っ て 、 本 発 明 の
原 理 に 基 づ い て 設 計 さ れ た ブ リ ッ ジ 領 域 を 示 す 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ５ は 、 本 発 明 に 係 る プ レ ー ト の 斜 視 図 で あ っ て 、 こ の プ レ ー ト は ２ つ の 骨
固 定 領 域 と １ つ の ブ リ ッ ジ 領 域 と を 有 す る 。
【 図 １ ６ 】 図 １ ６ （ ａ ） ～ （ ｃ ） は 、 図 １ ５ に 示 す プ レ ー ト の 側 面 図 で あ っ て 、 本 発 明 の
原 理 に 基 づ い て 設 計 さ れ た ブ リ ッ ジ 領 域 を 示 す 。
【 図 １ ７ 】 図 １ ７ は 、 図 ７ に 示 す プ レ ー ト の 斜 視 図 で あ っ て 、 プ レ ー ト の ブ リ ッ ジ 領 域 が
プ レ ー ト カ ッ タ ー 、 ワ イ ヤ カ ッ タ ー ま た は 手 術 用 は さ み に 係 合 し て い る 様 子 を 示 す 。
【 図 １ ８ 】 図 １ ８ は 、 図 ７ に 示 す プ レ ー ト の 斜 視 図 で あ っ て 、 プ レ ー ト の ブ リ ッ ジ 領 域 が
別 の プ レ ー ト カ ッ タ ー 、 ワ イ ヤ カ ッ タ ー ま た は 一 対 の 手 術 用 は さ み に 係 合 し て い る 様 子 を
示 す 。
【 図 １ ９ 】 図 １ ９ は 、 図 ７ に 示 す プ レ ー ト の 斜 視 図 で あ っ て 、 プ レ ー ト の ブ リ ッ ジ 領 域 が
別 の プ レ ー ト カ ッ タ ー 、 ワ イ ヤ カ ッ タ ー ま た は 一 対 の 手 術 用 は さ み に 係 合 し て い る 様 子 を
示 す 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
１ ０ 　 シ ス テ ム 、 １ ２ 　 人 間 の か ら だ 、 １ ４ 　 胸 部 、 １ ６ 　 胸 骨 、 １ ８ 　 剣 状 突 起 、 ２ ０
　 胸 骨 柄 、 ２ ４ 　 肋 骨 、 ２ ６ 　 胸 腔 、 ２ ８ 　 プ レ ー ト 、 ３ ０ 　 上 面 、 ３ ２ 　 下 面 、 ３ ４ 　
周 囲 面 、 ３ ６ 　 骨 固 定 領 域 、 ３ ８ 　 ブ リ ッ ジ 領 域 、 ４ ０ 　 開 口 部 、 ４ ４ ａ ～ ４ ４ ｃ 　 締 付
具 、 ５ ０ 　 上 側 シ ャ フ ト 部 、 ５ ２ 　 下 側 シ ャ フ ト 部 、 ５ ４ 　 尖 端 部 、 ５ ５ ， ５ ７ 　 先 端 部
、 ５ ６ 　 フ ラ ン ジ 、 ５ ８ 　 開 口 部 、 ６ １ ， ６ ２ 　 顎 部 、 ６ ３ 　 作 用 点 、 ７ ０ 　 凹 部 、 ７ ２
　 切 断 デ バ イ ス 、 ７ ４ 　 周 囲 面 、 ７ ６ 　 上 面 、 ７ ８ 　 下 面 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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【 図 １ ９ 】
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